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昭和初期における中廊下形・居間
　　　　中心形住宅様式の展開と融合

木　村　徳　国
（1星｛府133蓬手…9月301三i受理鯉）

Ueber　die　Entwicklung　und　Verschmelzung　des．　lnnen．
　　korridorhausstils　und　des　Zentralwohnraumhausstils
　　　　　　　　　　　　　in　der　fruehen　Showa．Zeit

NTorikuni　KiMuRA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abr呈ss

　　　Die　beiden　Haussti｝e，　lnnenkorridor一　und　Zentralwohnyaum：nausstil，　haben　sich　erst

in　der　Showa－Zeit　wirklich　festgestellt．　Schon　in　den　Jahren　4一一5　Showa　zeigen　sie　beide

ganz　typischen　Plan．

　　　　Und　dabei　nahm　der　lnnenkorridorstil　stark　ueberhand，　der　frueher　als　der　Zentral－

wolinraumhausstil　entstanden　war，　und　sein　Plan　war　fast　unveraendert，　waehrend　die

Lebensart　in　demselben　sich　dem　Lebensgedanken　des　Zen’tralwohnraumhausstils　naeherte．

　　　Dagegen　ist　das　Zentralwohnraumhaus　lebensgedanklich　weit　zurueckge’treten．　．　Und

cler　Unterschied　zwischen　den　beiden　beschraenkt　sich　darauf，　ob　man　im　Wohnraum

Stuehle　braucht　oder　nicht．

　　　Also　haben　sich　die　beiden　Wohnhausstile　in　die　dem　lnnenkorridothausstil　sehr　nahe

Form　verschmolzen，　und　hier　entstand　der　Wolmhausstil　der　Schowa－Zeit．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしがき

　　　ノ駆扉雛ま鱗萎壽の　「磁コ季こタ猛f．鷺春i；肩了6虫5宏・上山着叢式の成二二と圧一士琶に1刻づ舳る史雌冠り：Fグピ」

　　　　　　1．　方法藷命1：｝～〃箏驚宝　　　　　　　　　　　　　　（tik大ユニ雪会部伊．Fダ猛：報㌫No．19，1：｝召和33イ罫7ノヨ＝閣＞

　　　　　　2．　｝選治時イ．．魅の鼎三f｝’t’改良と中1郎』トヲ形盈三宅イ叢ヲミのが誌セ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　，（ヌミ干の

　　　　　　3．ブd三賭代の住宅改良と騰間中心形壬illi宅様式の成立（闘上No．18，昭和33年5月刊＞

　　　　　　4．　昭不i：1；初∫ξ1聾こ孝δけそ》F二i擁蔀一ドヲ形。慕詳認F｛：＝も〔〉ヲ形在1：三宅様テ℃の展開と爾虫合・　　　　　　　　　（本塩薄＞

　　　　　　5．　懇葺論，中廊胃．ドヲ形。履1；副F：i；I」ひ牙多住鰭錘装置の史的位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未刊）

の第4章に齋り，大正末年から昭和7・8年にいたる両住宅様式の展開と融合を，　資料を引き

つつ概観したものである。

　　　この研究で筆者の最初の劇的は，両住宅様式の史的な成立を明らかにすること，および瞬

者の史的な位繧1を把握すること，にあった。それで塞輩ははじめの計画に含まれていなかった

のだが，爾住宅様式の一般教会への真の普及づ受透は昭和時代に入ってからと考えられ，また
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この時代には二者の融合という事情さえ見られるので，史的位羅を論ずる為には，たとえ簡単

にでもこの時代の両住宅様式を見ておく必要に迫られたのである。

　　昭和時代に入れば，住宅史における社会経済史的側面は益々重みを加え，また集合住宅の

出現とか新興近代建築の住宅への影響とか，住宅史上晃逃し得ぬ事柄が次々に現われて来る。

しかし小稿では，その一切を省略した。そして機会を全く更めて臨みたいと考える。また小稿

は擬めて短期闇に草したので，爾住宅様式の展開・融合についても，大きな落ちのあろうこと

を恐れるが，併せて諒恕を乞いたいと思う。

　　なお本稿の史料は，自藏以外に，葉大建築学科図書室，1三1比谷市政専門図1聾館の文献を使

用させて戴き，また北大横山教授に拝借した。厚く謝意を表わす次第である。
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　　　　　　　　昭和籾期における申廊下形・居間野心形檬式の農開と融合

　大正から昭和へ

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正から昭和へ

　　1910年代の後半から30年のころまで，すなわち大正時代の後半から昭和初頭にカ・けては，

建築歴史上極めて重大な転烈点である。われわれの近代建築は，はっきりこの頃に，みずから

の思想的・理知的・二r．学的な姿を全く新らしい形態に包んで，人問の歴史の上に登場して来た。

われわれはその指標として，1914年（大正3年）のケルン・ドイソ工作連盟展の闘催。この年

コルビュジエによるドム・イノ案の発明。18隼（大正7年）のエスプリヌーsボー叢書の創刊。

19年（大正8年）のワイマール・バウハウスの粥設，23年（大正12年）その業績録の刊行。聞年

“Vers　une　architecture”の刊行，22年（大正1！年）シカゴ・｝リビュt一ソの競扱：設計。25年（大
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正14年）バウハウス喉i際建築」のこ1；1行。27奪GI磁：12年目園｝繁連盟醸競技設計。同年，ワイ

センホー・フ・ジーPレンクの展示。　岡年，CiAM発足。29年（1｝肝li　4鯛その第2測会議「生

濡最小限の住層」の闘並等を掲げれば十分であろう。

　　そしてこのような世界的な動向は，1914年に創鷺された「ワスムート月刊建築雑誌」その

他の文献によって，わが照の若い建築家に強烈な刺戟と勇気とを与えていた。われわれは分離

派建築会作出集や「i受用建築時論」（大正12年倉鋼，虚無3年r園際建築」となる）等当時の誌上に，

これを明らかに見出だすのである。　r新興」近代建築の潮流はわが濁にもわけ入って，明治以

来の様式主義的建築観を穣本的に揺り動かしつつあったのだ。

　　しかも，わが融近代史の上でも，大剛1！，12年の交は思想史的にも娃会内的にも，　やは

り，一つの大きなステップを心した時問点としなくてはなるまい。それはごく一般的に云って

大正らしい大正時代，明治および昭和という激動の時代の中心時代，現実的であるよりも観念

的・抽象的に夢を追い得た時代，の事実上の終焉であった。そしてこの時代に妊まれたさまざ

まの方向性は，以後，昭和という時代の社会的現実に鷹細しつつ，みずからを社会の表層に押

し出していったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大震火災以後の諸傾向

　　そして住宅史上で大正時代を限る一つの大きな出来事としては，まず関東大震火災を挙げ

得るであろう。もとよりこの歴史的偶然はそれ自身として惹味は持たぬとしても，大震火災以

蔚に，中廊下形住宅様式を成立させるeとからはじまった大蕉時代は世を挙げての「生活改良」

気運の中に居1瀞fr心形住宅様式を成立させて鵜り，そしてまた，蔚章及び「大正時代の住宅改

良ゴ）に簡単に触れた遜り，住宅建設の赴会化の方向を準備して，事実上，住宅史に於ける大正

時代としての役舗を果していたからである。

　　加えて，この大震火災の中心が，わが園の政治的・経済脅ヤ・文化的中心に重なったこと，およ

び被害の未曽有の大きさによって，その後必然的にわが濁往詠史に大きく影響したからである。

　　大jE　12年9月1i三1の∠：1＝近く，関東一字を襲った大激震は，続いて大火災をもたらし，菓

窟・横浜の両市をほとんど潰滅させた。この時，金焼・半焼・全壊・半壊・流失・破損等の被害を・

受けたものは，関策及びその周辺1府6県にわたって，すべて69万4干6百余世帯，その約

51％が東京声，岡じく13．7％が横浜了i了で，策京声の例をとると，全被害頻数22万4千5百余

棟（坪数546万1干6百勇ゆF）中，住宅の受けた被1潜は棟数18万8千7百勇糊1（403万4千7百

余坪〉に及んだ2）。

　　その後，この復興にからんで，昭稲初期の住宅史上にiヨ立つ幾つかの事象を挙げると，第

！に，醐忍会という半宮的団体が設立されたこと。この会はわが麟はじめての力ある社会的住

1＞拙稿「大講三角代の住宅改測」：学会論文報俗集No．60．昭和33年．

2）火震火災の被害額は，大死13無の建築雑誌に詳しいが，こsでは臼劃潤会十年史」によった。多少の相
　　、鴻，・7ζ　’　　Y
　　廼9」〉の《）D
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宅建設法入であり，また単に住宅建設活動以外にも，昭和時代の住宅史に大きな影絹を持つた

ということができる。（そしてこれについては後に更めて触れる。〉第2に，こα）会その他により，

スラムクリアランスの事叢が，当時の栓会盆義的思想を背景／こ，わが国の都市で，現実にはじ

めて行なわれるようになったこと，が挙げられなくてはならぬ。

　　第3には，震災以後わ力咽にはじめて，鉄筋コンクリーート造高月の，アパートメントハウ

スらしいアパー｝メントハウスが建築されたことである。その例としては，早くは震災以前か

ら計画されていた森本厚吉賃率による「文化アパートメソLl（大正14年）が挙げられようし3’），

また翌年の「中ノ郷アパ・一一一｝」以来の，同潤会建設にかかわる多数のアパートが昭和時代に続

いて建てられていった。そして「アパー｝生活」という，いまだ嘗ってわがBに見ぬ，新らし

い生活思想を作り聰して行ったのである。

　　纂4に，これらが学界に反映して，昭和初頭の都市計画学の発展をもたらし，また都市建

築物に対する制限法令が，…段と整備されるようになったことも忘れ得ないであろう。

　　しかしながら以上の鑑方向は，中廊一ド形・居回中心形住宅1羨式の展開にはかかわるところ

が比較的少ない。むしろわれわれは，大∫E末から昭和初頸にかけての住’g｝；：の飛躍∫u発展，お

よび昭和初期以来の西欧曇互：代妙絶の里芋　に注目しなくてはなるまい。

住亀計尚学の発展

　　さてここに住宅計鋤学といっても，その鼠戸は極めて漠然としたもので，純粋に計繭学と

呼んで誤りないもの一　たとえばA．クラインの細線による方法のごときもの一一一一一は，　現在に

いたる迄にも護めて数少ないのは云うまでもない。そしてここでは，科学的な態度で住宅の設

計葺睡噺に詠わんとするもの，というように，より広く理解することにするのだが，この時，最

初に開拓されていったのは，主として，自然科学的に把握し坊い住宅衛ニヒ関係の分野であった。

　　しかし平舘計爾濁係のものも無いわけではない。歴史の分野から昭和2年に，前田私誤博

士は，歴史の法則性を遜じて，現｛の住宅平π1〒の進むべき進路を探られようとし（「方法論的序

1幻参照），また翌単，小倉強氏はアイヌ・エスキモー等の原始約な麓層を例にして，「家屋に

於ける間取の発生」4）を論じられる。また先に例としたA．Kleinの方法が棚橋諒氏によって招

介されるのは昭和4年の「建築墨研究」。志上であり5），　昭和5：’：・1には川喜匿凍七重1∫氏が晦．際

建築」等誌上で論じられる6’。また藤井厚こ樽士の名著「i．i本の住宅」7）の発．門が昭和3年だつ

たことも，次第に科学的に進みつつある当時の1し∫みを物掌る一指繧となし得よう。

3）森本厚吉「アパーi・メントハゥスゴ：文化普及会，大正！5年．鯨

4＞小倉　強「家遷に於ける間王授の遣生」：建築雑誌，昭和3年，No．507．

　　また農よ平面に閃しては大儲！2年No．446に石原｝座萎治r地方住．よの研究」7しヌある。

5＞棚橋諒訳「小住宅平面1肝究の新方法」；　建築学研究，昭釈4筆，磨5輯．

6）　川喜唄練七郎「住宅の編取と構成について」：　建築と祉会，照和6年9月．｝3’．

7＞藤弁1≠二「E｛本の住宅」：昭和3葎，綴波書∫占称
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　　しかしここで，当時の業績の…々を論じている暇はない。特に重いものは後に触れるとし

て，計画学一般の進みを知るためには，たとえば建築雑誌総園録8）をひろげるのが早手回しで

あろう。　ここには建築雑誌発μ似来，昭和10年にいたる各種の記事が項園別1こまとめられて

ある。

　　今，その「III。計画に関する基本事項に」需って見ると

ユ．総論

　　8件申，2件供に昭和10正i三）を除けばすべて明治時代であって図題にならぬ。

2。気　象

　　8件中，昭和の3件（6．7，9年）を除けばすべて明治年闘である。

3．光

　　ユ。日照　では　　14件1／＝1，明治2件，大正31f［二（！0．11，12年）他は昭和4《二IEから10年にわたってい

　　　　　　　　　　る。

　　2．採光及び照明では　48件Fト峯，畷治9件，火正4件（5，10，！2年）以下は，昭和5奪から10年に

　　　　　　　　　　わたっている。

4．熱及び湿気

　　1．熱学　では　　！2件，すべて昭和5年以降，10年にわたる。

　　2．騰内気候　では　　10件，すべて昭和4年よtJ｝10年｝乙わたる。

　　3．媛房．・冷房及び空気調節　では　　44件中，大正時代は僅かに1招＝，照和の25件は5

　　　　　　　　　　6・i三より10勾：蟄こわたるD

5．音

　　L　省響学　では　　24件，すべで紹和3年より10年｝こわたる。

　　2．騒斎では　14件，すべて昭職5年より10年にわたる。

　　3．余　響　では　　16件，すべて昭瀦5年より10年｝こわたる。

　　4．吸音では　16件，すべて昭和5年より10年にわたる。

　　5．防音及び遮？：？設備　では　　：to件，すべて昭和5年よ1）9犀｝こわたる。

　　6．建築音羅学　では　　31件1／認，明治が5件，大正のものは堀越博士，濠た久良知氏の建

　　　　　　　　　　築音響学が13，15年にある外はすべて昭和4年より！0奪にわナこるものである。

6L空　気

　　49件F＝1＝1，明治が16件，大正は3年と4年に2件，．他はすべて昭和4年より10年にわたるものである。

7．塵埃及び汚染物

　　旦件中，開治の！件を除けば他はすべて昭和5年から10壬戴こわたるもの。

8．生理・衛生及び能率

8）　「建築雑誌総繹i録」：［一9本建築学会編，昭和11年刊．
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24件中，明治が！1件，大正は8，11年の3件で他は昭和5母力〉ら10年にわたるものであ

る。

略

　　以上は「計画に関する基本事項」に膜」してだが次の「IV・設計門門ではいかが。われわ

れはここにも全く岡じ傾向を見出すので，簡単に見ると

1．総　論

　　25件の巾，昭和4件，大正3件で飽はすべて，明治年闘である。

2．平面計画

　　27件の中，朋治2件，大正は12，13年の2件，飽は昭和3年以降である。

3．設計基準

　　8件の中，開治2件，大正は佐野i専士の「都市住宅の規格統一」（8年）の！件他は1眉和3年以降。

4．家　相

5．建築経営

　　この項こそ大正時代は多くの報告を見せていて54件中，朋治2件，大1i三は3奪から！5年｝こわkつて

　　26件，昭和も2年から10年にわたって26件であり，火正確代に於ける住宅社会化の方向舵の重かった

　　ことを物語っている。

　　以上は，明治20年から昭和10年にいたる建築雑誌上に表れた項｝重捌件数に過ぎず，報告

論文の軽重を問わないので，そのままこれが，計画学一般の発展を物語るとすることはできな

いにせよ，趨勢は反映しているのである。ここには傍証としてもう一つの例を引いて置こう。

　　それは昭和11年に岡潤会から発行された「住宅衛生文献集」9＞に兇られるものである。こ

れは「緒言」に見る通り，「凡そ入類の居住に影響すべき住屋内外の諸条件を広く逓覧する必要

を感じ，出来得る限り此等に関し本邦に於ける研究論文の蒐集を行な」つて，そのダイジェス

トを8編24節に分けて編輯したものである。　主として大正年代からのものが中心になって居

り，昭和9年までを取扱っている。編tF　2，3の誤り（たとえば藤井博士rE｛本の住宅」の発刊昭和3

年が昭和8年となっている）がないでもないが，集録論文数計448編に及び「内単行本51冊，掲

載雑誌約五百種」にわたる大掛りなものであった。また標題はド住宅衡生文献集」となってい

るが，第7編家屋設備の第1節家門設備…般では，「No．297，洋風を主とする折衷小住宅，保

岡勝也昭和2年，鈴木書店刊」から「No．330農村住宅改善の社会的意義　三好豊太郎　栓会事

業雑誌，昭和4年7月」まで，「拓植芳男訳生活最・」・限の住宅」とか「佐野利器住宅論」等

を含み，広い内容を有する住宅関係論文回録となっている。それゆえ同書に集録された論文

9）古瀬安俊校關・大西清治編纂r倥宅衡生三献集」：昭和1！イll三，同潤会刊。
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の書かれた時溺の表を掲げて置くことにする。そしてここに見られる趨勢が，もとよりわが園

住宅学の進歩をそg）まま示さぬにせよ，昭和年悶に入っての飛躍的発展は明らかであるとしな

くてはなるまい。

　　また以上は単に趨勢に過ぎぬが，このような発展が背景にあったことを，われわれは忘れ

得ないのである。

　中廊下形住：宅様式の拾頭

　　上述のような背景の上に，この後大都帯の大多数の独立住宅は，中三一ド形か居間中心形か

何れかの住宅様式を択びつつ建て進められていったと考えて良いvそして大震火災を過ぎると

われわれは直ちに中廊一1ぐ形住宅様式の拾頭　　一再登場を文献上に見出だすのであるv

　　前章に縷説したように，大震災以前の住宅改良は，ものにっかれたような観念的生活改良

の社会的気運の上に，居間中心形住宅勧ミ式の完成に集中されていた。しかし，これもすでに注

意したように居1昌／中心形住宅が現実社会に正式に出現（大正11年／するや否や，あれほど情熱的

に見えた生活改善の気運は，直ちに一丁目凋落を開始しlt　c・そしてこの情熱の消え尽きと岡時

に，居間中心形の生活、思想は一つの「形骸」と化し，「文化生活」というレッテルを張られる。

そして大震火災の直後から，関東・関西を問わず，「文化生濡」「文化住宅」等の「文化」は，流

行的な批判の対象とさえなるのである。

　　しかしながら，大正末から昭稲初頭にかけての建築界一般の関心は，すでに住宅改良の問

題を離れていた。住宅に関係しても，関心のありかは都市の問題・共同住宅の1駕題に限定され

ていたといって良いσ）である。その傾向は学界において特に強かった。そして当時の建’築雑誌

はその傾向を反映して，　大jE末から昭和7，8年にかけて，都市独立住宅に関しては，重要な

論文をほとんど掲げていないのである。

　　しかしまた，建築界一般において，住宅の問題，1戸建ての都市住宅の問題が全く忘れ去

られるわけもない。加えて中廊下形にせよ旧聞中心形にせよ，当時以降こそ真の普及の時代と

考えられるのだから。以下われわれは「建築と社会」「建築世界」「国際建築」等の諸雑誌また

単行三等，当時の文献によって，上ヒ較的数少ない論文を頼りとしつつ，住宅観の推移を概観し

てゆき度いと考える。

　’そしてこの時，次のように，かすかに3っの時代わけができるかも知れない。

　　L　大震火災以後大正末年まで。文化住宅反省の時代，中廊下形i住宅拾頭の聴代。

　　2．昭和初年から4，5年にいたる。巾廊下形・居聞中’亡・形両住宅様式の定着時代。

　　3．昭和6，7年以降。両様式融合の時代。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化生活・文化住宅批判

上に述べたように，大Hi末年は，「形」となった「文化生活」「文化住宅」に対する反省の
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時代とも見られる。われわれはまず，当時の文献から，その極だつたを2，3を探って見たい。

　　その一は，大正13ヰ1月の別所悌…氏「文化穣三宅についての一考証ゴ。）である。　これは

「文化住宅諭」というより「文化論」であるが，氏はいわれる。

　「文化とは勿論虚飾偽敢1の別名ではない。文化には浮華嬌慢もなく，歪められた臼卑も：）らソa。ll三し

くll然のまSに，あるべき筈の位置に，なごやかに位雛してみるといふこと，これが難しい文化の根本

義である……。

　「従って文化住宅は，決して，所謂有．鳶階級者独りの享用物でめる筈がない。……自動幕翌走㍉せ，

別荘を建で，鵜溺を有ったことが，そのまS，：文化生活と呼ばれてはならぬ。安価なアメリカ輸入品の

みで住宅竜言礎版洋化させることが，文化立毛本来の畿i的でないのと外様である。もし地主のみが文化住

宅の建陥者であり，有産階級者のみが文化住宅の棲住者であるとすれば，文化住宅とは，畢菟黄金で飾

られたる贅沢住宅に愚ぎぬ。不r＝｝こして恵まれぎる無産階級菰は，文学通り長い一塗涯を不快・不潔な

都iliの取零・雑艮燕）中1こ不当に労藩して腱慰しつくして，得るところはヒポコンデリアとアパアトメン

トハウスの狭小なる数一しに過ざぬ・…・・。

　ド故｝こ糸1論ずれば，文化住宅とは，一㌶で云って，私達の家拠iの冥の揺藍のhijである。如何なる芸術

も憩想も，糸卍u，家庭を離れて，健やかに生畏し得ないと1剛叢，家庭に背いて交化ぽ王立し1．j・べきもの

ではない。内に文化なくして外に文化生活はあらぬ。かくすれば，従って，固化住宅とは単なる建築物

の員沢なる児本に過ぎなくされる。……私達が外部の如侮なる愚劣卑俗なる約束規範に依っても縛られ

ず，強いら」，・しず，自然に写はれず，臼然を㌻はず，その本来あるべき筈の，最も美しく爽実な，人闘ら

しい人購としての完威の道を，自卑もなく嬌慢もなく，ひたすら慎薪しく真剣に歩いてゆくといふこと

語を変へ；，　しば文化「・炊ひ，文化に鉱合し，交化のうちに生きるといぷこと，このことが即ち文化生活で

あるとすれば，云ふところの文化住宅とは，この文化生活者を親しく麦をもつて取り囲む住宅の1；胃であ

る。……文化住宅の根底は，決してその外観の単なる文化らしさ不自然らしさではなく，其の内容の深

い面取さ撫然さにあるべきである。」

　　また翌14年の1鋼，中尾保氏「誤られたる文化生活」n＞を引こう。　氏は先ず当時の「文

化」流行を皮肉って「近頃，富由県高率の停．｝易で『文化餅』を売っていた。　『文化』とつけ

て売れ行きが良くなった。　冥に皮相の文化である。」と云われる。「文化は決してそんなもので

はない。在来のものよりtソトを得て，更に新らしき砺も良きものを生み出す力を云ふのであ

る。であるから文化に形は無い竺である。……」それでは「文化」という名につられるのは何

故か。それは「全く世理の生活に確呼たる自信がないからである」

　「何故生活に確呼たる自イ護が無いかと云ふにそれは一…般の生活相は他のものの文化に比して凄だしく

遅れてf”｝るからである。吾人はこの点に鐵覚めねば如珂｝こ登をノリリームIC代へて見たところで1灯の効

果もない。畳をリノリームに代へることは〃活様式の改善である。様式の改韓も誠に糸餅1琴である。しか

しそれよりも前に，生濡粛の改善を考えね1まならぬ。ところで今日の改嘩を叫んで1i号る人達は悟れも様

式のみの改蒋に過ぎない……。

　「ところで活きんが為に，脅蕉を認められんが為こ赤裸々生活は許されず，さりとて意の如き生活も

出来ず苦痛な立脚地に臨んで漏るものは即ち中流密i：会である。……換言すれば痩我漫生｝費である。上流

者にもなり撮ず下摺挫会へ判ることも出来ず，断ち割って云はれぬ苦しさを心1こ蔵しつS，不女の中に

その1三i其日を送ってゆく。之等中流生活者の群こそ今日の社会鷹家を交配しつSある夷力の持主で

ある……。

10）燐所悌一「文化住宅についての一考察」：建築と社会，大勝13年1月号．

11）申尾　保「誤られたる交化雄活」：難築と社会，大正14年2月号．
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　「之等の人々の生活は即ち社会の生活である。順調の人達は文化生活を営む様にならなければ祉会の

文化生活は到底望まれないであろう。社会が文侮1三濡を営むには先づその生活相から改善せなければな

らぬの

上に2つの典形的な議論を引いて発たのだが，このような思想は多かれ少なかれ当時の文

献上に底流して響いている。

　　そこには第1に，建築家の視間の著しいひろがり一一一社会的観点の成長を見出すことがで

きるであろう。すなわち測所氏の所論では，文化生活は単に中流生活者以上／このみ結びつくの

ではなく，都市下層をも潤おすものであってはじめて真に文化的であり得るのである。われわ

れはこのような「文化二品」概念の発展に，当時の社会主義的思潮の反1映を見出すと共に，氏

の議論の史的位置を知ることができる。また中尾氏の所論では，当時の中流階層の社会的生活

相が，「上流者にもなり得ず下層社会へ落ちることも出来」ぬ不安定な「痩我慢生活」として

より具体的に把握されているのを見出だす。すなわち，単なる中／絹的位置ではなしに，　「苦痛

な」中［知的海鼠として中流生活・住宅が把握される為には，この頃までを待たなければならな

かったのである。

　　第2に，このような議論には善時の居義解’亡・形住宅・生活様式の社会的現実がうかがい得

よう。氏らの批難されたのは，当時の文化生活であるが，「畳をジノリームに代へ」「安価なア

メリカ輸入品のみで息継」されたのは，当然，成立直後の居聞Lド心形様望亡と考えられて良い。

もとより，これを生み出した大工1三時代の住宅改良は，このような安手・なものを目指したのでは

なかった。然し前章結びに1三i三意したように，「形」として成立した直後から，このような傾向性

を明らかに露呈していたからである。

　　第3に注意すべきは，氏らの批判の惹昧である。氏等の所論に鍵、られるところの，現実的

方策とかかわりなく理想を述べる観念性は，もとより余りに大正的と云い得るであろう。しか

しここには，新らしい様式を産み出し得る根源i’／1・〈Jな情熱をひそめているのである。そしてこの

ような潜勢力は，当時において歴史的に次のような方向をとったのであった。

　　それは第1に，その家族中心の清潔な蕾i｝理感から，当時新らしく輸入されつつあった，西

欧の近代住宅と結びつき得たことである。　われわれはその1．例として，すでに大正14年，コ

ルビジエ1922年の計画にカ〉かわる《Citrohan》住宅をモデ4ファイして自宅とされた，本．野精

吾氏の「家族を含む一瞬像」12）を挙げることができる。　そして，大正時代にはじめてわが困に

生まれた家族中心の住宅観．雪三活思想と，上掲のような根底から生活・住宅を考え生み出そう

とする意欲とそ，その後の繭欧近代住宅のわが困への移入を可能にした基礎となったのである。

　　しかしまた，上掲のような具体的方針なしの抽象的批難は，「形」となった文化生活・文化

住宅をおとしめることにより，むしろ居悶中心形住宅の発展・普及をさまたげ，齋縛の現実で

は，かえって中廊下形住宅樺式娚台頭に虜利に働らいた．いうまでもなくそれらは居聞中心形

12）本野精吾「家族を含む臼顧像」：建築と孝li：会，大蕉！4年2，3，4月号．
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住宅の，中廊下形住宅からの史的発展に無理解であり，両者を「形」として留置するものだっ

たからである。そしてこの第2の方向こそ，当時以降の動きに大きく影響したのであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中廊下形の拾頭

　　その証の第1は，　大銀14年はじめに発表された「阪堺電鉄rl三江住宅懸賞競技設計」であ

る。これには甲・乙2種の住宅が，「i：1本風住宅」と指定されて求められたのであった。

　　入賞案によれば，甲種は10丁丁の敷地に建ち，30～40坪，乙種は10聞×5聞の敷地に建

ち，25坪程度を示している。ここに審査員武田五一博士の評と，入選六案を掲げよゲ3＞。

　　甲強…等　　大嫌芳雄氏案

　　　　大体として各種の按配都分良く特に2階に便所を設け眺望の点等にも沿三意せるは多とすべし建築の

　　外観に珂等の奇なき極めて穏かなる形態を案孟雌せり2階に上下する階段勾配の急なるは微競なりと云ふ

　　べし

　　甲種二等一席　　桑村種嘗三三

　　　　外観穏健室の配置に於いて玄関と応接室の関係余りに夢里数的なるぽ惜しt／JZべし便所俗室の広きは依

　　居としては都含良からん

、 浴
脱

女中室　　1

台所

入切

茶ノ間 居間
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床　入
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13＞　「阪堺電鉄田園住宅懸賞応募図案」：建築と社会，大盃14年4月母．
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甲種二等二席　　早撲俊夫氏案

　　此案の如き玄関広きは住宅としては都合良きてとなり但し応接室と玄関との距離遠くして客をして

常に家人の目前を通過せしむるは爾臼くなきこと＼云ふべし外観に厭や味なし

乙・違一一等　　錫谷栄二郎疑案

　　外観田舎家らしく室の配i猷に侮等の無理なきも応接室の床の間に一層の考慮を払はれる廓を希望す

乙僅二等一席　　禦良俊夫氏案

　　廃の配｝撫こ大なる欠点なきも応接聞の光線少しく不足なるやの感あり其外観釧創藁鍵・しくなきこと

は惜しむべし

乙種工等二席　　大原芳雄高射

　大なる欠点なきも階段の取1）方に無理あり勾一己急なるは幅出iからず

　　われわれはこの入選六案を兇る時，甲櫨2等2席を｝徐く外はすべて滋座敷・次ノ聞形を平

浦の票に置き，　動線はすべて中廊下によって騨決されて居り，またすべて洋風（半洋風1案，

乙霞2等1席）の応接室♪を窮すること，つまりすべてが中野下形住宅様式であるeとに…・驚す

るのである。もとよりこの結果は「i’1本風住宅」という要求から発しているのだが，≧蕪時に於

・いて1：・i七宮住宅と云えばこの程度の規模では直ちに1・｝：・r廊下形を意味したことを示しているので

ある。そしてここに注意すべきは，直ちに実施を前提とした電鉄主宰の競技設計が，中廊一ド形

を採用したこと，つまり居問中心形がプ藍全にしりぞけられたことであって，この3，4年臆，

居問…’i・・心形成ユンニ期にあれほど熱惹を込めて求められたこの住宅様式が，かくも短時日のうちに

後退しなくてはならなかった理曲を，筆者は理解することができぬ。むしろ大τi三時代における

底流としての中廊下形の根強さ♪を，更めて思い知らされるのである。

　　そしてこのような中鷹下形住…ご様式の拾頭に対して，「建築世界」大正15年3月号巻頭著匙｝：

説「誤まられたる和洋折衷の往宅」

　　　　然る｝こ最jt　｛’t於いて多数建築せらる、所謂和洋折衷の住宅を兄るに，在来の和風建築に何等〔i「1囎消

　　化せられない洋風を礁漫然と付けカllえて，これを癩洋折衷と考えて居る者が少くないことを見出すので

　　　める。これは火なる誤りであると云はねばならぬ。

のように，批難の声が無いわけではないが，大勢の趨きはいかんともなし得なかった。

　　また丁度この頃，巾廊下形・居聞・’1・・心形のバランスを示す，松本儀八氏「統計の上から見

．た住宅建築の傾向」なる論文があるので，引いて置く14＞。

　　それは「京阪神をL／砿・として……然かも主として中流程度を標準として」灰が採集された

もので，薄象数が明証されてない程度のものであるから「統計的」とは云い得ないが，少なく

とも30棟以上であることは最小割合が3％であることから推察できる。　金6項

14＞松本賎八「統計の上から兇た住宅建築の傾向」：建築と社会，大正15年3月母．
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住宅建築と其起工時季統計

住宅と施主の年齢関係

住宅ζ家相方位関係

年齢と住宅外観趣向別

住宅内部の趣向内訳

椅子式として取入れらるる主なる室と其傾向

（元隼～14年）

｛　1！　）

（　11　）

〈　！1　）

　（10～14年）

　（10～14年）

24

中，ここには最後の2項を掲げて置こう。そしてこの表から，氏の集められた住宅に関する限

り，外観洋風のものが梢々多くなっていること，また外観和風でも椅子式を主としたもののあ

ることは興味深い。そして6項に見られる姿は，その大部分が，中廊下形・居閥中心形住宅様

式に属すことを物語っているのである。

　　　　　　　　　　　第2表　住宅内部の趣向内訳（大正10年～大正14年）

A．　洋風建（外観） 1．

2．

3．

4．

全部椅子式としたるもの

椅子式を多量に取入れたるもの

盤敷と椅子式折半程度にしたるもの

昼敷本位として僅かに椅子式の室を附加したるもの

5％

12

18

22

57

B．和　　風　　建 1．

2．

3．

椅子式を主としたるもの

折半程度のもの

盈敷を主として僅かに応接間其他特殊の室を椅子式としたもの

　　　　　　　　　　　　計

3

6

22

43

合 計 ユ00

第3表　椅子式1所謂洋風趣蜘として取入れらるる
　　主なる室と其傾向（大正1G年～大翫14年）

1．玄関及広騰・応接室兼書斎

2．応接室・書斎・食堂・儒間遠食堂

3．居閥・サンルーム・ベランダー

4．小供奉・夫人室・寝室

40％

30

20

10

合 計 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野博士「住宅論」

　　なお大正14年には「文化生活研究会」から佐野利器博士の「住宅謝が刊行されている。

前章に述べた通り，博士は大正時代住宅社会化の第1入者として極だつた活躍をされた。そし

てこの著はその集大成とも云う掃く，博士の思想を一般向きに述べられたものである。そして

本書でも著しく赴会的な観点が打ち出されており，全体を通じて論旨はまことに明快である。

　　しかしただいま住宅の社会化の方向を論ずる暇もなく，佐野博士の住宅観は簡単ながら前
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章に触れたので，ここには博士計面の50坪形・60坪形・70坪形の3平蕨を同審から引き，ま

たこの著の目次を掲げるに止めて置きたい。

　　序　　雷

　　　　第1輩緒　　論

　　1．住宅の意義

　　2．衣　食　住

　　3．欧米住宅の過去現在

　　4。　アパートメント（集合住宅）

　　5．田園都市
　　6．我図住宅の過去現在

第2章　敷地論
　　7．　　住宅敷圭塩撰定の要（’1：

　　8．敷地の貸借

第3章経　　営

　　9．住宅資金積立

　　10．建築協会

　　11．建築組合
　　12．　建築会老1：

　　13．出来合家屋

　　14．貸謄経営

第4章　住宅計画論1

　　15．計爾設計及び施工

　　16．　査隆式と椅子式

　　17。　　主要「各・室．

　　18．児　童　蘇

州5章　旧宅計繭論2

　　19．小型宅計画の例

　　20．二戸建長鑑計画の例

　　2L　延50坪以上の住宅計闘の例

　　22．　アパートメント計雌iの例

　　23．社会軽業としての住宅計爾

第6章　 構i貨言蒲

　　24．汎　　　論

　　25．　　禾「i風木　造

　　26．洋風木造

　　27．煉　瓦　造

　　28．鉄筋コンクリート造

第7章　住居衛生論

　　29．　　i＞覧線と空気

　　30．汚　　　水

　　31．媛　　　房

　　32．庭　　　園
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　中廊下形・居間中心形住宅薩式の定着

　　昭和葬代に入って，中廊下形往宅は益々拾湾1を続けていった。しかもこの傾向は，一応社

会的に承認された動きであったように考えられる。しかし承認されたと云っても，それは学

会・建築界が，中廊下形を黛澗；．｝T心形焦宅より，「良き住宅」として推奨し，中廊下形普及の傾

向を助長した，というのではない。こ畑寺建築界…般の大勢は，この頃新らしくi雲：i碗に出現した

「新興」現代建築に闘を奪われ，住宅の形i式にしても，「新興」近代住宅に心を調えられていた

のであって，中廊下形・居隣1中心形住宅様式は既に「既成」の住宅に過ぎなかった。それは今

更その完戒に手を加える必要のない「遜俗的」悶題に過ぎなかった。そして海様式何れが大勢

を制しようが，大きな問題とは遇されなかったのである。

　　そしてこの放任された状態の中で，両住宅様式は中廊下形を先玉Zてつつ，昭和初頭の社会

的現実に浸透を続け，自らを昭和年代の都了1ゴ独立住一宅の最もドミナントな食三宅様式として定着

していったのである。そしてこの場合，中廊下形が優勢したことは，決して建築界自体の問題

ではなかった。大il三時代の生活改良の運動にも動かされなかった馬添一般社会の生活弁護1の水

準なので，客聞は確立しても佃室は要求しない家庭生活の思想のひろがりを，そのまま示すも

のに外ならない。

　　筆者はこの亭情を薦提して，以下両住宅様式の定齎を：概観しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村野磯「文化住宅の煩悶」

　　さて，昭和2年！月暑「；建築と社会」は「住宅特1｛貸」として言行される。その内容は次の

ようであった。

本 　又
（1）我が顯将来の住宅

（21　堀代：文化住宅の煩悶

r3）　夢賄交イヒ｝f二r．三紫ゴ

（4）英圏に帰る住宅O大変化

（5）紐育の労働長燈

（6）室内建築の莫理

（7）　．貧三∫セ韮些イヒの謹舌

（8）　住宅設｝汁上の考劣｛

（9）　家相流布の原因とそ○本質京理

（10＞住宅の構造にく）いて

料’　　岡　　　　安

村　　野　　藤　　再

小　川　市　太　郎

　　i．灘　進　一一　郎

本　　野　　精　　福：

　　塚　　正　　治

松　　本　　騰　　八

葛　野　荘　一　郎

酒　一」．ド　勇　二．　郎
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　（1！＞住宅建築とその工費予算

　（12）都市住宅と住宅法規

　（！3）住宅建築の敷地撰定について

　（14＞庭の設計に関する一考察

　（15）建築殊に住宅と造爾の関係

住宅と設備

　（16）洋風小住宅の室内装飾

　（17）建築の室内装飾に就いて

　（18）住宅の採媛

　（19＞住宅照閲としての内副難消電球に就いて

　（20＞住宅材としてのコルクに就いて

　（21＞住宅の簡易幽閑法

　（22＞住宅建築衛生の話

　（23）住宅に於ける汚物処理法

　（24＞二上山麓の斑家

　（25）　隣筍越瞬ミカ）ら発た召三∫壱

　〔26）一家を建てるには

　　破　　智　堂

池　田　谷　久　吉

池　　田　　　実

大　　屋　　霊　　城

椎　　原　　兵　　il：i

永　　爵　美　樹

V　　　O　　　塗

徳　　政　　金　　吾

今　沢　精　一　郎

刀　禰　英　三
蹟　　山　　九　　市

伴　　　秀　　雄

沢　部　実　之　助

伊　藤　正　文
木　　「　宗

18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番号筆者〉

　　そしてその口絵には，「中流サラジ…一マンの希望する「慰山花園高台丁氏邸」（第10図）が掲

げられていた。それは建築費（水道・衛生二｛二事・絶群装飾費共）10，000円，延65坪程の1・1・丁廊下

形住宅であった。

　　この標題からも察せられるように，この特輯号は決して新らしい住宅様式の究成の熱意を

ひそめているものではない。なる程その（1）「我が国将来の住宅」で片ll醍博士は「体号は大正

11年桜ケ丘住宅展示会）に更に其捉進に或るものを加へんとする運動に外ならぬ」と冒的を述

女　児
［コ。

トコ

勉強室，

幽’「搾間

e

QO　◎ 1

次ノー間

入　　入

　第10図　　中流サラリーマンの希望する円山花園高台丁瓜邸

　　　　　　（「建築と社会」昭和2年1月号　悶絵〉

延　64，768坪　　木造　外部下見載張り　　クレオソーート塗仕上げ

建築費（設備・家具装飾共）ユ0，000円
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べて居られる。　そしてその内容には，「両様式併立の和洋折衷形」（中π1区下形様式）を避けて，

「昼聞の居蓋を全部椅子式に」した居間中心形への方向を主張して耀られるのだが，屡間中心

形成立時代に比べて加えられているものは兇当らない。そしてこのことは他の論文を通じて云

い得るのである。それはあらためて素入陶きに二言同一・形を寛弘したものに外ならぬ，しかも

唯…の口絵は中廊下形そのものなのであった。

　　ただ諸論中素描すべきは（2）村野藤吾氏「現代文化住宅の煩悶」であって，この当時の文

化住宅論として出色のものとしなくてはならぬ。

　　資はまず，大正11年の上野文化村・大阪桜ケ丘展示会を比較して，桜ケ丘展示会は1’殊

に畳を含む二重生活に対し建築上の具体的意晃が何れの建築にも現れその苦心のあとを認める

ことができた。隣し今にして思えば，当時の企てが中産以上の生活を為す者のために，洋風住

宅の模型を示したような感じがして，今「1多数の者が切実に求めて居る含理的な住宅に対する

具体案を見せて貰えなかった事について……遺憾に思ふ。」また文化生活そのものの点からは，

「文化村の場合の方がはるかに有効であったように思はれる。」とされる。

　　「文化生活一一簡易生活一一・一一一・一一一間の家　　ハイカラ生活　　文化住宅…一こんな風に思はせつ～ある

傾向に対して建築家に責任が無いとは云へない。

　　r今鐵世人が求めているところの文化住宅と云ふものは，やはり外観に重きを置き過ぎて粗薦、・がと

思ぷ。

　　「而してこれ（岡盟会改善方針・文化陶器1品住宅）だけでは最∫覇吾々の要求を講たすことが出来なくな

った。た団乙子式に改め，科学的に改造した白けではし、けない、、吾々の思想を含む生酒様武と建築とを

各別に解決する様な在来の文化住宅に不満を感ずるようになった。そしてその有機的な連鎖について，

更らに姥らかの方商に進路をけilく必要に追られて来たのであるv今や文化住宅の問題は文化／lC，S以来第二

段つ描棚こ達して旧るのではないかと悪ふ。

　　「私は吾々の住宅を更らに洋風｝こ近づけるといふ説に賛成する。洋風と汲ふのが悪ければもっと世界

’的にすると云っても良い。

　　「夜分寝る暗にゆかたを用ふることはゆかたが日本の物だから用ふるのではなく，ゆかたが硬利だか

　らであると思ふ。便利といふ事は其の意味で種ヒ界共通の考えである。

　　以上を離半として氏は後半に文化論を農開されるのだが，これはやや抽象的だからここに

は略す。そして「iヨ本の文化住宅は貧弱だと謂ふ人がある」しかし最も薦りものは「金のかか

った蜜弱さ」である。　「住む入は先づ建築家に依頼する以鵠に，彼は既に生二上の芸術家であ

らねばならぬ。……それがこの貧弱さを救ひ得る唯一の方法」として結ばれたのである。

　　われわれはここに，「通俗的」住宅書のうちで，｝三1本の住宅を「洋風化」ではなしに「世界

的にする」ことを屠指したはじめての論文を見出だす。それは含理主義・機能主義に立脚して

新らしい住宅様式創造の必要を説いたものであった。

　　そしてこのような意欲を舎んだ論文としては，翌昭和3年「建築と手紙」誌上の本丸乙彦

残「小倥宅の標準を示せj15）を挙げることができよう。　論中灰は，丁度この頃開始された同潤

15）本間乙彦r小住宅の標準を示せ」：建築と社会，昭和3年9月号．
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意の分譲小住宅を難じ，また藤井厚二博士らの科学的研究に期待し，「保健上にも，快適さに於

ても，経済的にも，登沢に［Sしない範臨で必1薯にして充分なる最小眼の’IZ位的住居」の必要を

論じられた。　ここには既に1927年（昭li12E一）CIAMによる「生活最小ll：乏住宅」の思想が反映

している。また，この年のこの誌上には，「猛宅の工3、こ的製造ゴ6）としてコルビュジエの3つの

コンクリーート小住宅宋が招介されている。しかし「生活最小眠住宅」の恩悪にせよ「住宅の工

業的製造」にせよ，わがしの現ズでは生∫に大きく注目はされなかったので，ここにはすべて略

して鈍きたい。

「将来の［1本の住／1葺」

　　そしてわれわれの問題にしている「選歌的」住宅観で，この頃注目すべきは，詠じくB！和

3年に「建築と祉会」誌Jnに発表された懸頁論文「将来のl／，1本の住居」めであろう。斎査良は

古宇田実・汝井武雄・木野精吾の3氏，入賞者は1等加藤｝獅d火回，2等洋田不九三刺，3等

顯中進（神戸）の3氏であった。

　　1等論文は，主として住屠の環境たる都市の届住条件悪化から，り一rヨナルプランニン

グの必要を説き，2等論文は，一一戸の慣てを問題にし，3等論文は，夢に托しでビ年後のわが

則社会のあり様を説いたところに特色があるが，3論文とも概念的であって，｛輸lfヒ掻津の感は

まぬかれぬ。また，殆んど具体的住宅像に／l虫れていない。そしてかかる3論文中，加藤氏論文

が1　’i；；になった感に，当時のわが麟の都市問題への関心がうかがわれる。ここには比較的具体

像の明らな岸田氏論文から，氏の爾かれた「将来の口本の住居」像を抜いて置く。

　　深い蒋の出にれは鉄筋コンクリートでも容J・］こ，目由に構成される）。軽い深い癬を弾つ打ちひら

いた稼劇やヅェランダ。木1』住葛の場合では，緩すぎず急すぎぬ適度の勾配を持つ落ち付いた色調の屋

根瓦（芦川赤瓦の如きは余り用ひられない）。鉄筋コンクリーートの揚合では丸根は必ず限鴨川穣になってい

るであろう。遷上の臥ごま鉄筋コンクリーート造住家丈けに。トさオした長所であり特権であるカ㌧である…。

　斯く信での小津ど陸にすることの結果懸念されることの一一つは冬寒夏呂が烈しく感ぜられるであろう

と云ふことであるが，しがしこれば全然糧憂である。適漸の深さを持つ天井を設けることによって完全

に，此の心配は除宏されるであろう。

　　窓はできる丈け広く大きく取られる。開放的であるべきSEi本住家のハ精神1ま断くすることによって

巧に満足される……。庭は座敷の延長でなければならぬ……。

　　集飼や語口の縁側1ひと云ふものを全然設けない日本流の窓（それは窓といふには余りに大きすぎ

るが）の取扱は，i三体には最5よく避合する理想的の手法である。通風換気を能ふ限りよくするには，

出来る丈け窓を大きくすべきであって，此の打ちひらいた稼側のもつ気分は，取りも直さずi三i本入が過

去に於いて縮継ぎ租伝へきたった和風住宅の持つ一一一大美点である……。打ち開いイ．怒は冬の陽を部屋…一

杯受け入れるためにも極めて有効である。斯く窓を大きくとれば，確然其の上に深い軒の出が必要とさ

れる。日本の如く！年の殆ど3分の1が雨であるようなヒ地では，深い雁は漁然設けらるべきである。

此の深い軒の出は，見た上で非常に安定な落付きを覚えしめるものである。

　　／、∫出しの美を最近に至って欧米の建築家達は発出したやうであるが，これは鉄骨や釘’｝’コンフリー

16）本同乙彦「住宅の工業的製造」：建築と社会，昭和3年3月号．

17）懸賞論文「将未の日本の住居」：建築と祉会，昭和3年2月号．
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れている。この点興味を存するが，

らためて，申廊下形・居聞i・1－r心形の生活思想が，’撫時，社会的に定着しつつあることを明らか

に知り得るであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井．博ゴ2と臼三｛本の蕉三宅」

　　さてこのように，生活思想の問題が，当時没却されていたことに関連して，筆者はここに

わが国「住宅建築3記入ずs）の1人，藤井厚ご博士の「擬本の鷲三宅」19’）および氏の1素面案にふれ

て置き度いと思う。

　　：名著「．ri本の乍1縦壬」は昭和3年の暮に1＝邸反された。しかしその序によれば，2年の夏に稿

は成っていたのである。われわれはこの著の中に，博士がはじめてわが田に樹てられた自然科

学的住宅学に立脚し，しかもこの八時迄に4回の白らの住宅に実験された経験を遜じて，わが

煽の「王公貴族の邸宅と貧民の茅屋」という「両極端」を除いた「学術的にも通俗的にも独立

せる．普通の住宅」を対象とし，これを改良しようとする烈しい知箆を感じて打たれざるを得な

いのである。

　　この著は馬知のように次の6篇から成っているt，

　　　1．　緒　　需

　　　2．　灘風住宅と洋風住宅

　　3．気　　候

　　4．　設　　備

　　5．夏の設備

　　　6．趣　　瞭　　　　　　　（番号筆者）

　　そして博士がこの著で説かれようとした主眼点は一一一われわれはここに挿入された表およ

び挿図の目次からも明らかに見取り得るであろう。

　　第1表3府37県の気候
　　第2表津及び金沢の気候

　　第3表　広島及び浜繊の気候

18）谷i：灘吉郎挺罎証〔話．

19）藤井厚二臼ヨ本の脅三宅」：岩波誰店，昭和3年列．

陀申子国造材料加・蝦ミ見出さるべきものであ拗ゴー体の過去の建築臆い・乱緬ら・謝駅・の美

に成功してみる。更に構戎の美といふやうなことも，過去のlii本の建築家は，醜盛的に驚くべき其表現

に微底してみる。此の如き点でも，吾等の学ぶべき者は，最新の欧米ではなくて，過去の田本であるこ

とカヌ矢目賦し琴）う。

　　斯く自分の予感する1三i本将来の住宅建築の外部に就いて述べた輪廓の綱領は，均しく其内部に於い

ても岡目に適用されるでめらう。此の内都を考へる場念に当って，媛膓・衛生・厨房・，lllの他の諸設備

の改善の獺きは，純科学的：立場から研究され解WC　tiるべきは勿論である。夫鍵茎を具体的に矧罎こすべき

かに就いては，弦に述べる余裕はない，づζ其必要もないであろう。（下略）

氏の論文には，土のように，現在の和楓小控宅力S外観のみではあるが奇妙に正確に把えら

　　　　　　　　　　　　　　3論文共に生活思想の問題には全く触れていない所に，あ
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第4表

第5表

第6表
第7表

第8表
第9表
第10表

錆11表

第12表

第13表

第14表

第15表

第16表

第17表

第エ8表

第19表

東京の気候

京都の気候

大阪の気候

ロンドンの！気候

ベルリンの気候

パリの気候

二・・．一一ヨークの気候

シカゴの気候

ロサンゼルスの気似i

世界の主要都ll∫に於ける各月の湿球澱度

本邦に於ける五溺如露ド均死亡月別

欧洲大陸各地に於ける各月死亡

欧洲大陸各地に於ける気候の変化

世界薫懸鼻【「了に於ける太陽高度

大正13年7月29日，31ε1に於ける山崎の外気温及び風向風速

擦り硝子及び紙の散光率

また挿図では，住宅の平織図・写真等を賑ミいて見ると，次のよにうなる。

第31製

．第4図

第5図

第6図

策7図

第8図
第g図
第10図

第11図

第12図

第25図

第26園

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32華

麗33図

第34図

第35図

第36図

第37図

第46図

第47図

第48図

木舞壁及び木摺壁

3庭37県の地図

東京・京都・大阪に於ける一一隼間の温湿度趨1壕図

ロンドン・ベルリン・パリ1・C於ける…年闘の温湿壌：高低図

二・・．一灘一一ク・シカゴ・vサンゼルスに於ける一隼闘の温湿度高低1＊1

世界の主要都市に於ける一一無間の湿球温度高低眩1

東京・京都・大阪の気候と死亡率との比較

瑞典・墳太利・日本の気候と死亡率との比較

墨斑・独逸・仏蘭西・伊太利の気候と死鋤率との比較

我躍に於ける農家の闘寂

本舞盤及び⊥蔵壁に就いての改善の私案

太陽の直躯光線の投射角の変化

京都及びロンドンに於ける太陽の高度

我躍に於ける日出ilj没の方位の変化

關　　窓

上下窓
引違窓の障子

引違窓の改善案

引違陣子に於ける賊風を防ぐ装置

引違障子の防盗に対する装置

室内への導気孔

切妻に於ける通風窓

頭3鳳佳宅床下通風孔の配訟図

第4馴住宅に於ける夏の設備配置図

大正13年7月29日，31に於ける茎崎の外気温の昇降図

第4閲住宅内の湿度昇降図（3！1ヨ）
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第49図　第4回住宅内の温度昇降図（29Ei＞

第50図　夏の諸設備の郁ll廷を第4畷住宅内と外界との諭1度に就いての比較

第51図，夏の諸設備の有無を第4圓住宅内の各所に於ける灘拠こ就いての比較

第52巌　大覚寺心経殿と法隆寺夢殿

第53図　英吉利の住宅

第54図　伊太利の住宅
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つまり博士が「日本の住宅」で主張されたのは，第1に「1・i本の気候に一X’・／する」合理的鰐

決であった。そしてこの点に最大の主眼が置かれていた。それは上の引用がそのまま物語って

いるのである。

　　しかし博士の「合理的解決」は「気候」だけに止まらず，「和洋折衷の生活」に対しても向

けられた。それがこの著の試みの第2である。大正9年冬の第2團住宅以来，博士は座・立両

方式の生活形式を一室の中にとり入れて，椅子座・床座の場合の限の高さを等しくし，「卓を用

ふる場合には両式の中聞に之を配置することを得て，欲するが艦に或は坐し或は椅子に碕って

之に向ふことが出来る」よう　「坐式の部分は其の床面を一揖式の部分よりも30ないし36cm

高くして畳敷」とした形式を採用された。この折衷形式は，和洋講生活方式を前提とする限り

まさに舎灘的解決としなくてはならない。

　　そしてeのような「合理的解決法」は住宅各部に拡大されて博士の住宅三三となるのだが

平弼計爾についての大要を「｝≡i本の住宅」から抜くと次のようになる。（椴備ゴ篇2＞

　　まず「大体方針」としては

　1．夏季は北向・冬は南向きの室を利用するから，「鼠取は各窯を菓西に1列に六二する

　　大体方針よりも，南と北と2列になしたるものを東延1に長く濡鼠する」こと。

　2．遜風上気上，わが臨の住宅は「台所便所砥山等の如き他の室と厳重に区劃せねばな

　　らない室を除きて，其の他の室は夏季には夜間に於いても開放し可及的に一二と」な

　　し得るようにすること。各地の風陶を重三すること。

　3．室機能を明確に「区回しそれに適する設備を」すること。　「是非区別を要するもの

　　は居聞と寝鋸とにして……此の外に硲接察（客室）書斎其の他の叢を必要となす場合に

　　は需斎は寝室の一部，応接室（客悶）は居間の一部を兼用するか或ひは之等に接して区

　　劃したる独立の部屋を設」けること。

　4．　「近時発達せる科学の応；．撤こよって，建築設備は完成されますから，……従って建

　　物全体の大いさは比較的少になして，其の設備及び装飾等を完全」にすること。

　5．　「（和洋）両論の設看甫は混駕し，同…雨湿の室に就いて腰掛式と坐式とが必要なる場

　　合は，両式に対して燐々に室を設けずして一室内に砺式の設備をなす（或は両者の中

　　聞を僅かに襖にて仕切る）べきJこと。

次に「室の配羅についての大要」は
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6．　「平屋建は生活の能率上に著しく有利なるのみならず，住宅の外観を自然と融和せ

　しめて気持よきものとなすに適当」だから「原則として理想的」なること。

7．玄関は「寒風の入るを防がねばならない場合や降水多く道路の汚泥甚しい所」では

省いてはならぬこと。　「来客が外套等を脱ぐ場合或は其他の目的に対して客の自由に

使用し得る場所も必要で，居閥に人々の集まれる時直接外部より入り込むことは，其

　の入も不体裁であり居間の人aも不快に感じます」。

8．　「場所を経済的になす必要ある時には玄関や独立したる階段室を省略するよりも食

堂を居間の一部に暫くること」が適当で，また「食堂は台所に接す」べきこと。また

ハッチを使用すること。

9．　「三三住宅の縁側洋風住宅のベランダは極めて有用……禄側は屡々北部に面しても

　設け……之を一箇所に纏めて西新は西南の部分に遍くれば，夏季家屋気候を好状態に

　導くに頗る有効……外側には硝子障子を嵌め……内側に夏季小鰭の入るのを防ぐ為め

　に金網障子を嵌め」ること。
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に加えて「我国の住宅建築には向に高雅なる趣味を備へて居りますから，之等は永く踏襲して

邪道に陥らしめず，何時の代にても日本住宅独特の光輝を発揮せしめたい」（趣味篇結）という

デザイン上の思想を根本に懐いて居られたのであった。

　　以上が「日本の住宅」に見られる博士の住宅計画方針の大要である。われわれは，これが

抽象的・観念的ないし思想的な部分を全く含まぬ，極めて自然科学的・技術主義的なものであ

る点に注意を要する。確かに「日本の住宅」は，当時の水準に於ける抽象的・観念的論議を含

まず，かえって純粋に自然科学的・技術主義的であった点に歴史的意味があり，またこの点に

博士の思想性を見出さなくてはならないであろう。

　　しかし同時にこの理由によって，住宅様式の歴史的発展という観点からするならば，博士

の業績は「中廊下形・居間中心形住宅様式の完成」の方向に働らいたのであり，「新らしい住宅
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　　　　　　　　第15図　藤井博士第5回住宅「聴竹居」（昭和2年京都府大山崎柚

様式の創造」に向かったのではなかった。それは博士が，和洋混用の新らし．い生活方式を提

案・主張されたにもかかわらず，当時の両住宅様式（博士に於いては居間中心形に重みが掛け

　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　　コ　　　　　　　　
られていたが）を飽くまで前提として受け入れて居られたからに外ならぬ。そしてこのことは，

大正6年の「第1回住宅」から昭和12年「中田邸」にいたる，約46棟程に上る博：士の住宅作

品20）が，生活思想的にはすべて両住宅様式に属することからも明らかにうかがい得るのである。

そしてここには，最も博士の自山な思想の衰現と見られる「第1回」ないし「第5回」の博士

自邸平面を掲げて置く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和3年ないし8年

　　この後，昭和7・8年にいたる時代は，中廊下形・居問中心形両住宅様式に関しては，極め

て順調な社会的普及の時代であった。ここには意匠上の洗練はともかく，これらの改良一特

に生活思想的な発展は全く見られないといって良い。それゆえ，特にとり立てて云うべきこと

もないので，次に当時の文献上に見られる住宅および論議を年譜風に示すことにする。

20）北大横山尊雄教授所蔵の資料に依る。
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　　昭＄”　3年　　この年は学会に関しては，住宅関係では傍部貞霧氏「欧米言纏l／市のアパート

メントに就て」（No．505＞，英独仏σ）住宅調査実例を招介された中村覧氏「住宅調査」（No．511），

また岡氏の「仏国佐宅難救済を旧的とする小住宅建築法案」（No．514）の招介，また大沢一郎氏

による米驚1の「住宅及び連れに類する建物に対する衛生工：事条令（フーバーース・コード＞」の招

介くNo．515，516）がある程度で，殆んど関心が払われていない。

　　他の諸雑誌では，「建築と社6烈では1月号が「都市問題特輯号」であるが，2月号には既

に掲げた懸賞論文「将来のr降この住居」，3月号隙三宅の工業的製造1，9月号「小倉三宅の標準

を示せ」が掲げられ，またr田際建築一」は各号多くの住宅建築（たとえば1月号では堀口博

士「小牧邸」他）を載せ，1，2，3月号にわたってはLLI田醇氏「二二｛住宅建築の知識」を掲載

した。

　　由照氏は，後に申廊下形専門の焦宅設計家として数多くの住宅を建て，また昭和4年以後

「家を建てる人の為に」「往宅建築の実際」「家の建て方」「中流倥宅設計図」等の著書を著し

て層られるが，しかしこれらの内容はすでに「i，1・T流住宅建築の知識」にほとんど変らないので

ここに概親しておこうeそれはそのまま，当燈の両住宅様式を文字に面いたものに外ならない

のである。

一一 潤@　雷

r＝　敷地選定

＿　住鱗の議式

四　控三宅謙画

五　住宅の構造

六　住宅の経営

敷地面積は，家族4，5人を有する普逓の中産階級の住宅であれば大体欝∫「1とを標準。

1．全ての点に於いて簡潔にして然も効果的でご）ること。

2．琵宅は慰安，体養の場駈でなければ乳貢らぬこと。

！．晦取について《｝i宅は家人本位であることG申流の睡中で主なる部屋は財閥・需

　斎・寝竈・老人廃・児薫室があれば套乏いt．t

　部屋の配置　　ブEUツクプランが簡潔であること。各室が機能を発揮できるこ

　　と。

　　庸閲・書斎・寝室・客lii｝j・老入室・児童蛋≦は鍔ミ南又は南爾の1ヨ照通風に部合の

　　よい所。台所は居聞又は食叢ζに近く，東又は北に阿すこと。浴窯脱衣有は台所

　　に接して；紘擁の位置。階段と廊下は屋内の通路であり，玄関階段廊下の三つは

　相巡熱せしめよ。

2．主要な各部屋及び設備1℃就いて

　　同一・食堂・客聞｝まなるべく総子式に様ゴ心ま訴1：i風でも良い。

寝蒸は2階が良い。

台所・浴室・便所は給排水の経済上，接返して設ける。硬所は水洗式が良い。

本造・煉瓦造・鉄筋コンクリート造について。

1．敷　地　　2．宅地の経営

　　またこの年には，臼々新聞社・生活改簿協会共催によって「実用的台所」に関する1舞醤支設

計が行われているが，詳細を明らかにしない2エ）。

21）実∫穆的台所設計競技：建築雑誌，昭麹3年No．5！4号1｝斜琵乏．
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　　なおこの年の住宅例としては，大阪鉄道株式会社の行った住宅競技設計i，2等案22）蹄16，

17図），および，当時比較的数の少なかった鉄筋コンクリーートによる内藤多仲1‘！呂：二邸23）㈱18図）

を掲げておく。

　　昭勲堪年　　この年は「新興建築」力漣｝垂に建築関係の諸雑誌だけにではなく，「思想」r国

際文化」「近代生活」「アトリエ」等の譲誌に，新居格・大宅壮一・板塩鷹；穂・村山知義殴らに

よって，華々しく論じられた年である。　そしてr園際建築」は5，6海月号を「コルビュジェ

特輯」として刊行した。

　　しかしわれわれの追っている逓俗的住宅関係では，「建築と祉会」が5月号を「小住宅研究

特輯」とし，8月号を「貸騰とアパート特輯」としている他は，大阪棚三1親環が「健康往宅競
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22）大阪鉄道株式会祉住宅競技設計：建築と社会，昭和3年10月号．
23｝内藤多仲邸：岡際建築，昭和3　ffl　3月暦．
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第18図　内藤博士邸

技設計」を行い，東京朝日新聞が「朝日住宅図案集」を刊行したのが目立つ位である。ここに

は前者の1等当選案24）（第19図）および「国際建築」7月号に載った中山節治氏の中廊下形住宅

（第20図〉，またこの頃大阪近郊の住宅会社の建て売り住宅の4例（第21，22，23，24図）を「建築

と社会」5月号から抜いておく。

　　昭和5年　　この頃になると，学会においても国際的な新興住宅一近代住宅に対する注

目が極だつて高まる。たとえば建築雑誌3月号には谷口吉郎博士がF・ロール「生存最小限の

ための住居」を招介され，4月の通常講演会には，山田守氏が同じく「生活最小限の住居」を

詳細に講演され（6年No．544）また水谷武彦氏は「バウハウスと住宅問題に就いて」（6年No．542）

を述べられた。この講演会では中村寛氏「我国住宅政策の近況」（6年No．・544）があったこと，ま

た11月の通常講演会に特別員伊藤杢二博士が「住宅の標準電気設備（住み良い家）」（6年No，546）

24）大毎「健康住宅」1等案：国際建築，昭和3年7月号．
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　　　　　　　　窪．・浄潔懸隔瀞畢　轡勤鍵

　　　　　　　　　　　　　　　　寒．　　跨

　　　　　　　　　第19図　大毎「健康住宅」競技設計　1等案（斎藤佐太郎氏案〉

で東京山ノ手の住宅電気統計，またこの頃はじめて作製された「家庭電気普及会」の「住宅電

気標準仕様書」を招介されているのも忘れられない。しかしこれらは略して，この年の5月大

阪における「通俗講演会」での佐藤功一博士「住宅の近代的傾向」（5年No．538）を引いて置こ

う。これは学会からの一般社会に対する近代住宅のはじめてのプロパガンダと考えられるから

である。

　　論中博士は，先ず生活費中に占める住居費の割合を挙げ，「もっと贅沢な家を造り，材料の

良い家を造り，形の美しい家を造り，装飾を余計に附ける」のではなく「安全で，便利で，衛

生的な，明るく，気持良い，生活に便利な住宅を造ろう」為に

　　1．住居費の率を上げる。

　　2．耐震耐火の鉄筋コンクリート造にする。
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　　3．　間取りの合理化をはかる。

　　　a．　室形を正方形に近くするのが経済的

　　　b．　日照の有効利用

　　　c．部麗を小さく分翻しないでマノシテイプル・ユ・・一スし得るようにすること

　　4．近代設備の充足

　　　　　給水・給湯・排水・電tr’（・媛房の重祝

　　5．家具の近代化

を強調され，「大変私は贅沢なことを申し来たよう」だが，「これは少しも贅沢な事ではなく，

且之等の条件を備へた家が菓京には醐潤会のアパートメン｝・ハウスとして出来ている……。

一一し ﾂの賢本によって共岡的のものを建ててその中に住むのでなければならぬ」と結ばれたので

あった。われわれはここに，学界α）方向がすでに一戸建の都布住宅を離れて，はっきり近代的

都市盤宅へ向かっているaとを知ることができるであろう。

　　この年の5」￥，「建築と社会」は「住宅と様式と設備」の特輯を行う。その内容は

（1）巻頭露
（2＞　穂ミ∫発握三∫宅三力〉ら雌自勺建築！＼

〔3）　最近住宅様式の傾向

（4）　改良火蓬’燵

（5）住宅と庭幽の一問1綴

（6＞　設備は洋風

（7）壁1醒塗装と鑓紙に就いて

（8＞欧洲最近の住宅と家具装飾

（9）　住宅の電1気設備

（10＞住宅に於ける照明｛殻幸興に就いて

（ユユ）　住宅照朋

（12＞台所設．締と衛ムi．三

（13｝　住宅の能率化と台所設備

く14）佳宅勤薪

i三i

中

上

武

本

黒

・甲

小

小

ニユニ

岩

増

大

　高

野　顔

野　伍

川

鰭

　晦
原　 九　 一｛．一

出　　新

谷　木

　　　次

i：理　五

野　　精

国　　鵬

炭　　俊

　安　一

　　康

　　寿

獺≧

郎

郎

心

夫

郎

郎

男

勇

郎

平

戸

等から成っていた。そしてこれらは大」：i三時代の隅様なものに比較すると，極めて具体的になり

デー一“タ等も掲げられて，住宅学の進みを知り得るのである。そして，ほ）巻頸需で日高氏は「佳

宅は漸時集奮性を｝：bf：る事明であ」り「鉄筋コンクリーート構造こそその解決」とされ，また中野氏

は「様式住宅から肉的建築へ」で，漁時の「現在」を「ライト風の住宅外観・オランダ嵐の藁

屋根・横長な四角窓の角の家・船室を濾はせる円窓の外観・純｝：体極／入愚屋とフラッ1・の屋根

が遊戯してみる素話」等はすべて「形式主義」と断じ，「だから我・セは最早佐宅の『エレヴェー

ション』とか『プロポー一　Vヨン』とかの形骸に捉へられる亭を忘れ，只只管に合同約建築とせ

ねばならぬ場合である事を確り認識すべきである。」と主張されたのであった。

　　しかしこれら近代的都車住宅への傾向は，一一一三時会の大勢から箆るならば，いまだ開拓者
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駄棚にあtts　Oでtt・f”’て・餓撫嚇離鯨すa）みで劾げ翻・燃として，F，跡

形嘱糊丁心ヲ爾饒様式・雛でなかつたのである。

　　その醗として・ここに腱築易て膿瞳助眺・・）一魂紘る幡下桝制第、5、LkD

を示して置こう。

　　駒6噸7●8年こ噸繍いても轡は鋤らない謎郷→1芝では瀬蟻代鎌
は欄の幅たるにもカ’かわらず調鋤融では・たとえば「ソ・概鯨鵬lll轍撮計」

綱5紺職会館競搬1細繍・鞭・ような復古灘晒していたように，眺関係で

も説代醗は糀し肪1向性として融上には瓶さ才・ながらも猿舩では注として

糠下形が’　U’（い鋸1呈紳心腱犠齢趨班倒離靴て晩のである．

　　そのことは・織麟ではi司潤会その他により潤配ま購礫融の主慰畑、｝」

鞭で行棟た餓競搬語計ないし「饒醐肉縮よりも良く示してい、．そして、年、こ

は「灘も｝嫌る醗の鋼」26）などという輔本も刊行されてい・融ので一，れわれはこ

25｝竹腱造駿・隊」・建築と餐・会，騰．1瞭2朋．

26｝麟轍郎「1灘も疎る饒の翻」・瀧・商卸1膿，繍18・、則．
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の標題にも，郵きに於ける爾彫物様式の決定的定着を兇ることができよう。

　　またこの頃になれば，両住宅様式は次第に融合する傾きさえ見せはじめるのである。そし

てこれらについては項を更めて述べたいと慧デハ。

中廊下形・二二中心形猛宅様式の融合

関酉地方における砺住宅様式の汚及

　　上に触れたように，昭和6・7・8年の頃は，当時すでに「ll発過剰」の声があったにも

かかわらず28），京阪神大都市近郊には「田園都市」「実物控宅展小会」等と銘うつた住宅団地が

4し暇いで経営された。そしてこれに伴なって，数多くの小住宅懸賞競技該；｝1’が引きも切らずに

催おされたのであった。

　　この背景には，関酋藩方に早くから発達した近郊私営鉄道会社の存詫があったので，乗客

確保のための住宅地差1，営は，私鉄紅営と密清していたのである。その走りはすでに明治末卑に

児られ29’h，先に引いた「阪堺電鉄三二住冠競技設計」（大正14綱とか「大阪鉄道主宰競扱：設計」

（昭和3年）とかに引き続いてゆくのである。そして関東における競叔設計の主宰省が，新聞社

とか建築じこ1係諸雑誌，また学術i／二等であり，やや観念的な而を見せているのに比較すれば関

西のそれは私的であると洞蒔に，〆しく現『ご的だった事が指摘できるのである。

　　さて，このユ∴守「建築と社会」誌．ヒに見られる住宅競妓設計を年代／頼に並べると

（1）　1三活改燦健康住宅展覧会競技設計

（2）香里園改警住宅／戸田会競技最鷲

（3）メートル箔に依る小住宅競技謬諦

（4）緑ケ丘保健住宅競技。乏計

（5＞大美野旧園湖；事住毛凱技設計

（6）ノご除二建ソル住宅競技設計

r建築とヒ会」，昭和6年9月号参照

「肩癖と社会」，昭和6年9月㌔参照

「建芸と社会」，昭和7年6月号参照

「建築と社会」，昭和7イドユ0月幻参照

「建築と社会」，昭漏7年10月号参照

「建築と社会」，昭和7年11月号参照

27）なおこの頃，昭禾1．；7年6月号「建築と社会」に1ま，臼i本建築協会／｝三宅委員公立案の「小住占設計概要「［｝：」

　　があるが，中廊下形以前とも云える程平謝は畜め，）しく，ヨ三眼は到打；i｝＝にあ13と思われるので省賂する
　　こと1・こ一”’」一る。

28）今井英雄「土地経i．穿に方念ける分壌住宅地の一現乃」：建築と社会，昭湘8環4月号．

29＞電鉄の住宅測　営：建築雑｝1ま，明1｝43年，No．283蒔報「電鉄の住宅土血経茗の卒先巻は阪神電鉄にて当

　　初は灘宮に不絹土地ありしを利用し小規模の詳営をなせしが∫輪果良好なりしょり鳴尾に大規模の経営
　　を超し不漁肩紬竣功する筈なるが家屋は長墜建と一一軒建とti：）り家賃は一卜日よりニナi二L．1前後までのもの

　　なるが，　これと届暗に負繍こても池田に新il：∫街を1粛｝トして目下ハーレ今戸の鯉設を終りナこるが，右は百坪

　　の地面に三十余病の二階建となせるものにて計画嶺時は借屋のi蜀論見なりしも地附にて売却すること～

　　なり千八灘彗よりこ：千五百円までltLて希望者に売却すべしといぷ咋日迄の処にては中工十余戸は聰こ売

　　約を了せる由冠鉄経営としては米圏など，Cては珍らしからぬ事なれども本邦に：ては両者の設備が今隠を

　　以て鳴矢とすべきかと云ふ（大阪毎印」
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　　　（7）東宮中住宅競技設計　　　　　　　　　　　　　「建築と社会」，昭和7年王1月丹参照

　　　（8）阪和上野芝住宅斎尭技設計　　　　　　　　　　腱築と社会」，昭和8年4月母参照

等であり，これらの大部分は「日本建築協会」の共催によるものでこ，の他にも数度の競技設

計が行なわれたという30．｝。

　　さてこれらの募集条件は極めて類似したものであって，延坪にして30坪程度，建築費2

千5百門程度の，中流住宅といっても梢々小恩模に属するものである。またもとよりすべて木

造であった。ここにはその1例として，「実際二建ソル三宅」の募集規定を掲げて羅こう。

実際二建ソル住宅設計図案懸賞募集日本建築協会

　　来春花ノ頃ヲ機トシテ干地割花壇附近ヌハ東淀川端光寺｛｝三宅地謂｝題催スル目本建築協会編立満15

年記念諸計画ノ殿軍トモ称スベキ「安く住み良い住宅」ノ博覧会へ実瞭二建築シテ出品スル為弘ク良案
　　　　　　　の　　の　　　　　　　　の　　ロ　　　　　　　　ロ　　リ　　　　　の　　　　　　　　ロ　　つ　　　　　ロ　　つ　　レ

ヲ募集ンマス，只余リニ理想二走リ過ギヌ樹’旗希望シマス（下略）

…　既定地

二　応募設計要件

　（イ）位　　　雛

　（　T・］）敷　　　地

　（ハ）坪　　　致

　（二）所要室

　（ホ）構造・様式

　（へ）建築　費

所要図、i｝二

（　lglifi＞

左ノ地割図建築敷」劇・1任意ノ場所（誌略1

80坪内外（一尉或ハ篇爾道路二塁フ）

延15坪以上3，坪以内

盛≦数，室ノ大サ簿随意

木造2階建又ハ平家建，様式随意

延1坪当り80円内外トス｛aシ霞燈・瓦斯・給水・排水・門塀・庭畷等ノ附イ！俘

設備ヲ含マズ

（酪〉

四　入選者等級並工賞与

　1等　　賞牌並二認賞（！00Fljl　1名

　　　　　　　〃　　　　　　　（75i：1の　　2名

　3等　　　　〃　　　（50i鋤2名

　　　　　　　〃　　　溶四川

　　　　　　　　（「ト1絡〉

　　　　　（大美野田園部市，阪叡上野芝の規定は上に全く醐じ）

そしてこれらの審査i嚢は，次のような方々であった。（順不一（

ハ簡　岡

古：／；］1：田

津（1，2）

夢芝　（1，2，4，？〉

葛　 墾チ　i蕉　 一．一 @良縛　（！，2，4，7）

i葺

藤

擁

池　　旧

高

給・　厚

　　源

絆（1，2）

エ（1，2，4）

嵩（1）

実（3，8！

岡　｝：暮

　　橋

宵　塚

南

孝

栄

男（2）

’台　（3，5＞

治　（3，6，7）

イ許　（3，4）

小川安…郎（4＞
村　野　　　吾（4＞

武　硲　五　一（4，5，6，8）

内は先の番莞｝に対応1する）

本　　　llj　　乙　　　彦　（4）

松井貴太郎（4＞
瀬｛　ヂト　勇　　三三　　罠区　（5＞

碧τ　　　名　　　燕眞　　　夫　（5）

卦｛三　　男：　　1絨　　　一　（5）

中　西　六　郎（5）

松　本　儀　八㈲

30）岡田孝男「小住宅プランの研究」文r｛＝1による：建築と社会，昭和8年4月憂｝，6月母．
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安　井

永　沢

清　水

渋　谷

滝　沢

波　江

武　　　雄　（5，　7，8）

毅　一（5）

栄　＝：（6）

五　郎㈲
真　弓（6）

悌　夫（6）

木村徳国

長谷部鋭吉㈲
松井清之助（6）
本　野　精　吾（6）

置　塩　　章（7）

安　部　悌　蔵（7）

安　部　親　雄㈲

石本喜久治㈲
石川純一郎（8）

今林彦太郎（8）
竹　腰　健　造（8）

鳥　井　　信（8）

富士岡重一（8）

38

　　さてこれらの入選案は何れも中廊下形俵中鷲鼻A）か居間中心形住宅様式個じくB）。また

その折衷形式（同じく・を付けたもの）に属し，表にすると次のようになる。（また肩に。を附したも

のは独立した客室を持たぬ印である。）

　　そして特に中廊下形に折衷形式の多いのは，規模の小さいために，主座敷・次ノ間形の次

ノ間を欠かざるを得ない所から派生したものと，また居間中心形住宅様式の居聞を畳敷にした

　　　　1轟醐＿＿＿＿＿＿＿＿＿麟糊鑑繍錨四竃繍諜。　一1

．跡・ I1縄・・寵顯．蝶3 「健・：「峯堀耀三嚇・，，

　継鱒藁蟹灘無敬澱・　　　…　蝶　　ヒ　　　eq　x礁pa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋＃騨
第26図　「生活改善健康住宅」競技設計　1等案（堀武雄氏案）
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ものとの2種が存在すると考えられるが，当時に於いてはすでにこの両様式は混合を開始して

いたと見るべきであろう。　そしてこの場合，年代の遅い「東豊中」「上ノ芝」に中廊下形が多

く見られるのも興味深い事実としなくてはなちぬ。そしてここには，各競技設計から比較的興

味ある実例を1案ずつ引いて置く。

　　　　　　　　　　　　　　　　第4表　入選案の様式的分類

2等 3　等
1等
　　1席2席1席2席3席

佳　　作

1席2席13席

1．生活改善健康住宅展覧会（神戸鈴蘭台）競技設計 B。 BO 1 1

2。香里園改善住宅展覧会競技設計 B BD B。 B B B

3．メートル法に依る小住宅競技設計 A A！ B A！ B BO

4．緑ケ丘保健住宅競技設計 A B。 A A。

5．大美野田園都市住宅競技設計 A！ A B A。

6．実際二建ツル住宅競技設計 B B。 A！ A
7．　　東豊中住宅競技設喬予 A AB B A B
＆　阪和上野芝住宅競技設計 A B A A A！ A　i A

A：中廊下形住宅様式　B二居間中心形住宅様式　「　折衷形式　。　独立せる接客室を有しないもの

1
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　　第27図　「香里園改善住宅」競技設計

犠．綴．織　鳶炎段

2等ユ席案〔桜間大丈夫氏案♪
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　　なお以上の分類は，生活思想を考慮に入れたものであるが，平面形は極めて類似して居り

動線はすべて中廊下で解決されていると云って良い。

　　以上8種の競技設計のうち，2から7までの入選40案を対象として，平面計画の分折を行

った岡田孝男氏は次のように述べて居られる31’。

1．規模・所要至が類似しているので，「敷地のどちらに道路がめるかによって，玄関の位置がきまる。

玄関の位置は住宅配置の根本をなすので，配置の大勢は玄関の位置によって既にきまるものである。」

2．　そして人口の位軍は

　　（1）A．EG．タイプ（北西・西面｝こあるもの）　22案

　　C2）B．C．タイプ（北・東面にこ1）るもの）　　　12案

　　（3）Dタイプ（南面東にあるもの）　　　　　　3案

　　（4）Eクイブ（南面西にめるもの）　　　　　　3案

　に分けられる。

3．　「そしてこれらを吟味するとそこに必然的な配列を見出すことが出来る。」

　　「A．RG．タイプに於いては，西及西北部に玄関がつくから，玄関を占ととして右廻りに，　W．C．・女

　中室・化粧皇・浴室・台所と作業室部が北側へ並び，居室部は玄関を』ととして左廻りに応接蓋・居

　間・茶の間が南測にならび，右廻りの終点台所と左廻りの終点茶の間とが連結するそして玄関ホール

　廊下がこの中略を走り，台所と茶の間に終る。CJiしがA．EG．グループの定石的配置である。　BC．タ
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31）注30に同じ。
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　イブは上の逆配麗をとる。」

4．「Dタイプは……玄関より右に応接室又は子供蓋の如き居室部の一部を持ち，更に左に居間・茶の間

　が並ぶ。即ち居室部を玄関と廊下で中断して北側に作業部のW．G・女中室・化粧室・浴室・台所な

　どが左廻りに配置され作業部の終りと居室部の終りがつながる様になる。」

5．　「タイプは丁度Dタイプの逆をゆくことになる。」

6．　「以上の如く，30坪前後の小住宅にあっては室の広さも数もほs’一定して居るから，そのプランの

　優劣はt：　S’室の配置如何によるし又その配置には動かすことのできない定則があることを見出した。」

　　続けて氏は，これらの優劣判定のために，採点法のような「客観的・科学的」方法を提案

され，上記に適用されるのだが，ここには略す。そしてわれわれは，上記のうちに，当時30坪

前後の小住宅では，平面の類形さえ僅かに4つ一瓢，実は2つの形式に纒め得る程住宅観＝

生活思想の固定・定着を明らかにうかがうことが出来るのである。
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　　またわれわれは，爵時の「建築と社会」誌上に，上記競技設計と関三皇した実物｛ll宅繋示会

の出昂住宅　　　r神戸壽合蘭台生活改善健1＞麺柱勧こ訴会出品尖彗勿住篭」8戸，「京阪1穿里擬試与住

宅展覧会同工監物進1三℃」25戸（以上1｛齢16年12月，の，「緑グ丘保健住宅／喧：ll会ll：1ワ1住宅」20戸，

「大美野｝川｝邪市住宅P享覧会｝．li占1！i住：ご」16　jL’f（以．ヒ1｝β和7年！0／L｝），　の平面詮60程を見1｛｝すの

であるが，これらでは規｛y：が4－0　／i程ドニにまで増大すると共に，競技設計に比較してぐっと後退

し，和風化すると共に腕ボド形！31舘と見るべきものさ×実境し，その後退振り． ﾍ，ド｛本建築脇

会会員に，このような展示ゑの帰合の雛会の主剛性の恢テ夏の必でを叫ばしめている32）、またそ

の上乗なものも以上を繰り返ゾことになるので，ここには略したいと尽う。

し¢1東遮方における両住宅禄式：

　　上に昭田7・8年の寓再の大勢をうか’t“つたので，次に関束地方を眺めて晃よう。　この場

合特に欝時の入勢は東京朝ri藩1珊力預回した2っの住冠図集　　　「朝「1住£6図メ集」（昭郵4’ド

刊）と「躁宛以内の新住竃設計」（li／イ憩751三刊）に極めて明らかに反映していると考えられる。

　　当時朝日新聞祉は，b，｛・i，15：隼、「改良で1三宅の乱門下」の刊行にも見ら8るように隙し改良」

の問題に大きな熱惹：を示していた。そしてこの2つの図集は，1打：者は4年2月，朝hi繍瑚が単

独で，後者は嗣潤会が6・準5月行った競技設1｝レの図礁であり，何れも朝「1新聞また嗣潤会とい

う信頼し得る背景のもとに，冨査還も着選され，版も重ねて，社会的に大きな影響力を有った

と考えられるからである。

　　さて，蔚者，昭和4年の「1／li：1　iJ一＝小住壱建築設計競奴」の規定は

　　（前i’i・1）

　　　4．想定敷地，所．蕉東庶遅郊にして敷地は…ilil道銘’乙沿ひ回目5り坪以内とす

　　　5．　想疋：家族員噛硬を左の2種とす

　　　　　　伸種）家族　六，七人（夫嬬，子鼓二，三入，女申一入）

　　　　　　（乙種）家族　三，照人（夫婦，子供一一，二人叉は女中一人）

　　　6．建築工費　　給水・排水・電気・瓦斯等の諸設備並び｝こ戸」・塀・敷地整理等の費用を除き建蒸工費

　　　　　　のみの総質

　　　　　　（爪甲）金五千円以内　・（乙紅霞）　ぐ　刊lj以内とす

　　　7．　設計上の要求　　材斜講疋様式濁模等凡て応募‘∫○随意とし前記予算顕以内の工費にて震災・火災・

　　　　　　盗難等に対し適当の∫慮を払び・新時代の’病㌦こ指するものにして，特に台所・便所・沿至・∠1・

　　　　　　児窯等の取扱iこ新案を求む

　　（中略）

　　10．　競技纈問

　　　　　建築士・工学1．　　　　　　　　　　i，lil　条　　　一．一　四聖

　　　　審査員
　　　　　］t｛京美術学校教授・工学博士　　　　入　沢　記　之　黙黙

　　　　　建築士・工学士　　　　　　　　　　中　　村　　伝　　治氏

32）　松笠丁光「住宅博覧会を見て」：　建築と社会，昭和8年7月憂｝．
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　　　建築士・理学士・工学士　　　　　　堀　　越　　三　　郎氏

　　　建築士・工学士　　　　　　　　　　石　本　欝　久　治氏

　　　本社取締役　　　　　　　　　　　村　　山　　長　　挙国

　　　本社祉会部長　　　　　　　　　　　鈴　木　文　四　痩区氏

　　　本社計蕨部摂　　　　　　　　　　　成　沢　金　兵　衛氏
（劇略＞

12．当選者に交附すべき賞金左の如し

　　　金賞　　千八｝罫円（六名）

　　　　甲州　　に対し入賞官名　賞金各三三衛円

　　　　乙種　　に対し入賞三名　賞金．各蔦百円

　　　銀賞　　甲～二両撫を通じてナ名　賞：金各五絵円宛

〈一ド略〉

そしてこれに応募した「5百案中よ’り厳選した85案」を集録し，巻末に

　当風住宅の良い所　　　　　　堀　　越　　2，L・．1　郎

　新に家を建てる方々に　　　　中　村　　伝　　治

　新生活者への参考に　　，　村　　晦　　長　　挙

　住宅漫想　　　　　　　　　　戚　　沢　　玲　　川

　和洋折衷に就いて　　　　　　　鈴　木　交　脳　郎

　聖代に応しい住宅　　　　　　　大　訳　三三　之　助

115

を附して，「朝旧住宅図集」はまとめられてある。

　　さてこの85案は，甲乙約半数ずつであるが，甲種（家族6・7人）では最小22．63坪（No．27）

最大48．9坪（No．50＞で，多くは30坪より35坪の前後である（建築費坪漁り！501・1」児当）。また乙種

（家族4・5人）では最小12，375坪（No．4）最大34，375坪（No．69＞を示し，多くは20坪より2δ坪

ρ）前後である（建築費坪当り140円見≧！つ。

　　また佐宅様式酌に兄ると，もとより折衷形も多いが，圧倒的に居ド・｝1中心形が多く，また近

代往宅的合懸主義思想が色濃く浸んでいる。そして中廊下形に属づ鴨ると見るべきものは，折衷

形でも中廓下形を主にしたものを奮めて，甲種で7案程，乙鍾で12案程度に過ぎない。　そし

て編者は「序」において

　　　「（前略）和服と畳と一ド駄等々が俄かに全滅しない限り，純洋館の生沼は絶妄盤であり，都

　　蜜の凡ての機関が近代化した今戸，純r二；本焦宅の生活も不便が多い。結局現代の生濡様式

　　が混沌としているから，建築様式もまた定まらないのである。蓋し建築様式なるものは，

　　その国の伝統とその時代の生活様式から生まれ出るものだからである。

　　　　この秋に方って東京朝環新聞社が懸賞募集した住宅園山は昭和新時代の新様式を見出

　　さんとするものであった。果せるかな，この計雌の発表は異常な反琴；1臣を受けた。入選案の

　　大部分は外観が洋式であり，内部に和洋の趣味と硬利とを蔵している。これを大正大震災

　　前後に流行した所謂文化住宅に比すると，全く薗団を一新し，現代生活の表現として渾然

　　たる調和を示し，昭和の一型式を創造したものといへることは主催渚の満足するところで
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と誇らかに駆った。
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　　　第38図　　朝E1住宅5暦型（乙極　イ左i巴勢正次氏案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙種　ガン・イウラ氏案）

　　しかるにその3瑠豪に刊行され，実は2年後に行なわれた醐潤会懸賞図案集「5蜜以内の

新住宅設詮旧では，著しい後退が見られるのである。この図集は小住宅団地の敷地調が提lt［：1

され，1案6戸12案，計72戸の｛1三宅が集録されているのだが，岡潤会の分譲住宅としての現

実性を要求されている点も，この後退を促したと考えられる。募集規定を次に抜く。

一、設計ノ要冒

　　本図案ハ主トシテ中流以下ノ人々二長期月賦払込ノ方法ヲ以テ所有権ヲ取得セシムル住宅ヲ屠標

　トスルモノナルニ依り，其ノ設計二付テハ質素堅実ヲ旨トシ安全・快適・衛盤・便利・耐久等ノ点二

　於テ現在ノ生活様式ヲ基調トシ将来ノ日本住宅ノ帰趨ノ針路ヲ示スモノタルコト

ニ、応募設計要件

（イ）敷地ハ東京都心ヨリ約一時間ニシテ達シ得ル市衡地建築物法ノ適用ヲ受クル住居地域内トシ，別

　　紙附図二示ス如キー団地ニシテ各道路両側ニハ開渠ノ設ケアリ各．暦敷地ハ何レモ東菌二緩勾配ヲ有

　　シ道路爾ヨリ約5高寸シ　図面省略）

（ロ〉第1号敷地ハ北又ハ東二主要入［1ヲ設クルコト（東西12間X南北10　ll｝］）

　　　第2暦，第3暦敷地ハ北二主要入ロヲ設クルコト（10聞×10間，9間×10間）

　　　第4号敷地ハ薦二主要入ILI　Y設クルコト（10間×9間）

　　　第5母敷土由ハ1聴ニヨ三≡要ノ＼rこiヲ；没クルコト　（10聞〉く9『EU）

　　　第6暦敷地ハ東二主要入ロヲ設クルコト〈11間Xgl鋤

（ハ）住宅ノ穂類ハ5室（延34坪以内〉，4室（延26坪以内），3竈（延19坪以内〉ノ3種トシ各暦敷地二

　　適当二配躍シ6型式住宅ヲ設討スルコト　但シ台所湯殿・納戸・広隊・広聞又ハ取次等ハ之ヲi窒数

　　二算入セズ

（二）　各憂｝住宅ハ本造トシ様武ハ錘意ナルモ構造設備二付テハ我国ノ気鹸・lms　．’．ir．　＝適含シ耐震・防盗・

　　防鼠・防灘二留意シ成々ベク修繕ヲ要セズシテ耐久性アル様二工夫スルコト

（ホ）建築費ハ延1坪当り晴価80円内外トス　傑シ鑑燈・瓦斯・給水・排水・門塀・植樹等附幣設備

　　費ヲ含マズ

三、所要図面及び説凄摺：　　　（略）

四、入賞者ノ等級賞金

　　　1等　1名200FtJ　　　2等　2名150　Pヨ宛

　　　3等3名100円宛　　佳作6名50i：9宛
仲略）
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七、審査員（イロハ順）

内務省社会局技師

東京帝圏大学教授　工学鱒士

　　　　　東京女子高等師範学田講師

　　　　　一回会参窮

　　（下略〉

　　さてこの入選案を見ると，

略々相似た性格を示している。
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48

1案6戸は岡じ設計奢であるから多少の枳異を見せてはいるが

　　1等案とも見られるA型は，6案ずべてが中廊下形住宅様式といって艮い。ただ，この様式

に属する三葭朔形の通弊とも云うべき南北遜風が旧く計られており，その他の点にも良く注意が

ゆき渡って，評者が「A型6案を逓じて親切によく煉ってある整った設計である。殊に台所・

便所・浴室等の細部に迄細かい注意が良くゆき届いているのは悦ばしい」といっているように

中廊下形住宅様式に属するものとしては住み良さ上乗のものとして良い。ここにはその第1母

を示す。際40図）

　　2等案と冤、られるB型は，6案を通じて別に取り得のない中廊下形である。評者は「B型

は全部を通じて無駄のない閥取りである」と述べているが，その経済性が入賞の因であろうか。

ここには特に古めかしさの強く現われている第5号を示す。（第4月蜀

　　岡じく2等案と見られるC型は，絶間中心形の言置1だが，居問中心形を主にした折衷形式

と冤て良い。ここにはその代表例として，第4弩を掲げよう。糖42図＞

　　3等案と考えられるD型は，6丁目通じて，居聞中心形と中頂再下形の折衷形式を示してい

る。第43図に掲げたのはその第1号であるが，折衷の一つのあり方を旧く示している。

　　3等2庸のE型は，すべて屋陸根で意匠根的に1ま最も新らしいが，2名の共同計繰になる

故か，中廊下形．・居1＝1・冒中心形が混在し，全体的に見れば中贋1下形往宅様式に近い。ここには折

衷案とも晃、られる第4号を示す。㈱44図）

　　3等3席のF型は中廊下形と！灘胃巾心形とを結びつけた形式で，折衷形式としても弼白い

例ではない。ここには比較的まとまっている第4号を示す。鵬菊図〉

　　以下は佳作に属する。

　　G型はすべて中廊下形住宅様式かこれを主にした折衷形である。

　　H型は6案ずべて中廊下形様式に属す。

　　1型は同じく中廊下形住宅様式か，これの強い折衷形である。

　　J型は居問中心形に近いがやはり中廊下形様式が主である。

　　K型はJ型より，より居間中心形様式に近いが中廊下形様式に属す。

　　L型は完全なる中廊下形様式で，ここには20坪程慶のややかわった平面例を見せる第3

号（第46i鋤を引いて置く。
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　　そしてこれらの平面形は，先に引いた関西例と規模も同じようなものであって，平面類形

がほとんど一定していることは，岡田孝男氏の指摘された通りである。われわれは関東におい

ても，此の頃全く同様な住宅様式の姿を示していることを知るのである。

　　そしてわれわれは，上述のような事情のうちに，当時の両住宅様式の位置を次のように述

べても良いであろう。　すなわち，昭和7・8年の都市独立住宅の様式として，観念的には居間

中心形が優勢であり，現実の住み良さでは中廊下形が優勢であったと。それはそのまま，当時

．の都市住宅観を反映したものに外ならぬ。しかも，この当時になれば，両住宅様式は現実のう

ちで混合し，明治でも大正でもない，まさに昭和初頭の住宅観一生活思想を成立させていたの

であると。

　　そしてこの同潤会図集を刊行した朝日新聞の編者は，先の三三の存在を念頭に置いてか，

次のように云い直したのであった。

　　　　「東京朝日新聞社は先に朝日住宅展覧会を開いて新時代住宅の模範を示し，その図案集は広く世に頒

　　　布されて住宅建築に関する正しい知識を普及した……（今回の）12案を通じて悉く新鮮，時代の産児たる

　　　面影の澱刺たるに拘らず，徒らに奇を求めずして『実際に住める家』であるところに本書の生命がある

　　　のである・・…・。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同潤会と中廊下形住宅様式

　　上の図集に関連して，筆者は最後に，同潤会について簡単に触れて置き度いと思う。同会

は，はじめに述べたように，大正末の社会主義的思潮のうちに，大震災後の住宅復興にからん
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で，わが口にはじめて生まれた赴会的な背宅建設法入であり，その事業は多方面にたわって，

わが口の佐宅史に編拓者的な慰勇1を残したのであった。

　　同潤会の編立は大正13年5／＝i，　凹軍大錠火災に際する義猿喰の1勾の一千萬門をメ金とし

て，内務省祉会局に属する財団法人として発足した。はじめのi痢駒は，「震火災二関シ必寮ナル

施設ヲ為スヲ日的トス］として，it・壱の復興肌営と不具忌門ミ収容所・荻1｝三島の匙営とであった

が，昭和3年3月，後考を除き，またソdコ5年6／：J，内務省から独立した。そして昭和16年

5鰐解散するまでに詞会の有った事業は

　　（1｝大「紗く災ゴ後の故住石の建設と経営（大11E13年度のみ2，160戸）

　　（2）～｛F通住宅（木造小／：1勧の建Fくと経営（大11三13イ・L三度より昭和15年度よで，3，760戸，長継々。一戸

　　　　　平均8．7坪強）

　　（3）アバー．トメント・ハウスの建没と経営（大正15年度より昭；看i濯9年度まで，総計収容戸閉27508戸）

　　　〈4）不良G三宅改長ま‘遍（東京・横浜ll∫内3ヵ所，大正！4・5年度より昭和13年度まで）

　　　（5）勤人向分壌1｝七壌業（昭牽l／i3年皮より13年友よで，謎507戸〉

　　（6｝取工向分壌住℃L｛≦（昭憩9蓬ii：三度より！6年度，1，122戸／

　　（7＞住宅建設経営の受託『」‘業（昭和14年度よりユ6年度）

　　（8）　　七三・t〔xイ＝罠談，」，，ジだ　（μ召禾鎚7塗菖度よ　り　14イ手三度，　4．083イ’1；）

　　（9）東北農山漁村焦宅改善案）作製（昭和11乍度より14年度。「住宅改書議本」「住宅改警要旨」　も

　　　　　刊行した）

　　（10＞調査と研充（lli鷺和5年以降，　a日欄会知誌住宅閃係言1綴f，　b住宅学的調査研究，　c資料蒐集，　d競．

　　　　　技設諺のゴ三催）

として良い33）。それぞれわが網近代食廷史上に：ソくきな富与をなしているが，ここにそれらを詳

しく見る暇はない。　そしてわれわれに特に関係深い　（5）勤入向分譲で｝三宅のみを・取り上げて鑓、

よう。

　　さて，勤入向分譲住宅1ま，16年末まで僅かに507戸に過ぎなか〆）たが，東京・横浜20カ

所に及び，それぞれ一一爾地をなして，関東六方の，近郊住宅地の形成に穴きな影響を及ぼした

と考えられる。5銭形から3．1形まで，すべて独立住宅で，最大35坪から最小18坪内外であ

った。これについて「高点玄十八ゴ｝誠1」は次のように述べている。

　　　　「住宅の規模は：3∴乃繁5室とし・，　最大35坪とし，木船瓦葺fil風を．z三としたる．平家又は2」｝1岐であ

　　　るが，塞．1’；業は一一阿中　勤労階級に雄する佳宅供給施設であるとli二遷暗に，他面…．・般小肥宅の1莫掩的揃導

　　　的なる復μ続も為したので乙）つて，竣戚聞際こ行へる展覧会には申込希望者の外，必らず多数の兄子者

　　　の来観し，その前後を通じ，東！」（府一トに建設せられたる小醗叡賊して本会の分簸住民を模倣したるもの，

　　　甚だ珍くなかったことは瑚iか本会の誇とする所である。併し護れが為め本会に於いても終止不断の研充

　　　を怠らず，常1こ新らしき工夫を加へ，一甲乙｝ま独苫忌避ける為め懸賞募集謬を行ひ，馴を．賞ぬる噸こ改

　　良の実を挙げた次第である……」

われわれはここに、巨われた影二iカの天きさを，夫ri三はし得ぬが，肯えるもσ）として良い。そし

33＞　「岡潤会十八年史」による：昭黍1：U7年，腿会発行．
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てこれら住宅の計爾方針は，岡書によれば次のようであった。

、平而謂’闘

イ　従来の1，：；本住宅が接客本位であるのを改めて家族本位としたこと。

ロ　各室に独立性を有たしめると同時に庵数の多きものiま融通性めらしめたこと。

ハ　各室に揮入を設け，室の側／琶範幽誉大ならしめたこと。

＝一　各室から直接，玄関・便所・浴室等へ通ぜしめたこと。

ホ　各察共通風採光を充分ならしめたこと。

へ　広縁（ヅ．1・ランダー）を設け，一一家の纐藁，子激の遊び場，｝三i光浴室等に利∫i護せしLb，且つ建物と

　　庭網との連絡を得せしめたこと、

ト　従来1二1本1｝i宅の散漫なる間敬を改め，各竃の配置を集約的なら1ノめたこと。

チ　現代り一一般的礁活：｛四四を基準として和鋸を主とし，又間取はll∫及的に変d七を多からしめたこと。

二、配　　置

　イ　敷地は出来得る丈け建坪の4倍以上を標墜とし，将来増築し得るよう空地を存せしめたこと。

　ロ　保健的兇地より東南の陽光を多く採り入れ旦つ逓風を妨げぬよう敷地の西北に近く寄せて建／勿を

　　　配置し，5（同時に各住宅甑互の位置を岡様の考慮の下に案配せること。

　ハ　含所附近には特に物干場，物置等のために空地を存したこと。

　ニ　一…糊地に似よった住宅を多数建設することに依り所謂集顯住宅が！lii調に陥る弊を防ぐため，聞取

　　　型式を変化あらしむると同時に，道路より建物までの距離に長短る与へ，玄関の位羅を変へ，又

　　　屋根の形式に変化を持たしめ且つ敷地内に於ける建物の配置を異にせしソ）たこと。

三、構造及び仕上げ

　イ　外観は清楚を旨として虚飾を避け，落付きがめって而かも飽きの来ない様工夫したること。

　ロ　基礎工事，軸組及び小屋組・床組・屋根・内部造作及び天井・外部雑窪及び量・建具等に於いて

　　　種々苦心したる点多いこと。

　ハ　台所の構造に於いては特に考究し立式として主婦の能率的な盾動に便ならしめる為め細部に亘つ

　　　て行届いた工夫を施して人念に施工したこと。

四、附帯設備

　イ　瓦斯水道の布設なかりし地方にも特に之を引用し来ったこと。

　ロ　下水を整蒲し且つ必ず下水尻問題を解決せること。

　ハ　玄関廻り其の他に適度の駆血をなし住宅に品位を添へたこと。

　　そしてこのような見地から計爾された分譲住宅は，すべて中廊下形住宅様式に属すもので

あった。たとえば，先の同潤会競扱設計1等案がそうであったように。

　　（因に云う」岡潤会の有った競技設計は前後を通じて3回あり，第！圏は昭和6年5月の前

掲。第2闘は昭和7年のr職工向分譲住宅設計図案募集」。第3回は昭和10年の「工場労務者

向住宅」であるが，第2，3回については省略する。）

　　そして，岡潤会の中廓下形様式の住宅は，上掲計画方針に見る通り，この様式に属する住

宅として見る限り，まことに完成したものであって，関東地方の代表的中廊下形平酒を示し，

「安く住み良い」小形中流住宅の典形と遇し得るのである。ここには各年度「同潤会事業報告」
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より，2，3の例を引いて置こう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結び　両住宅様式の融合

　　上に筆二者は，　大正末年大震火災の以降からほぼ］．O余年問にわたる霧住宅様式について概

観して来た。そしてこの展開と融合のうちに，昭和期における・丁・廊下形住宅様式の優位が，良

く認められると考えるのである。

　　その理由として数えられる第，．は，岡潤会の可・廊下形住宅様式の撰択である。闇会は中廊

下形様式の住宅計醐に際して，上項に触れたようにまことに良心的であつた。しかも蜜時居間

中心形住宅様式はすでに全く既存の形式として存在していたのである。往宅計繭に「良心的」

だつた岡潤会は居問中心形劇ヲミぶととも中廊下形と圃様に全く可能なことであつた。しかも岡

会の撰択は中鷹下形だつたのである。筆壽はこの撰択に岡潤会の「保穿性．1ではなく「現実

性」を認めたい。先に更Lた本聞氏「小住宅の標準を示せ」中の批難は，実は岡潤会へではな

く，当時3，40坪程度の住宅を欲した階層一つまり当時の都誼了中流サラリ・・一マンの階層一一一

における往宅観・・＝生活慰想に向けられなくてはならぬ。そしてそれこそ中廊下形住宅・生活そ

のものであつたことを明らかに示していると見て鍵いのである。

　　そしてこの場合，その住宅平癒の動線解決はすべて「中廊下」によつてなされて来た。そ

れは次のような市浦健氏の指摘にも明らかなのである34）。

34）市浦　健「住宅の単葡f計顯」：昭和16年，絹模書房刊．
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　　「廊下の形式を採る場合，最も多いのは申廊下式である。そしてこれは居住部分と

　附帯部分の境界にとられる場合が多い……。計漁的にも経済的にも住宅全棒のff／1積が最

　小出度に利用さオしねばならぬ庶β詳1三宅に於いてこの中廊下の採／蒋は極力避くべきことは

　當織であって副寝室が2っ以上になった場合玄関広間の面乱しllと中廊下の面泡蓬とが比較し

　得る程度に達したとき始めて汚慮に上り得るものであろう。……一一般都市の屠往考が畳

　式の場合に於て概して三室に於て既に中廊下を希当｛！する者が多いが，之は往み方よりみ

　ても全く無意昧である罵りか住面骨に於ても非常に損失であ1），徒らに各盗を独立させ

　たがる小市民的観念であると断ぜざるを得ない。」

そしてこの場合，当時のように二面が極めて門形化した場含には，中廊下をとること，中

廊下を取られた住宅平面とは，とりも直さず中廊下形住宅様式そのものに外ならず，氏の云わ

れる「小市民的観念！とは金く中廊下形住宅様式の生活思想に外ならなかったのである。しか

も引用中には，中廊下を必要としない小規模の住宅にも「巾廊下をとること」がすでに様式に

まで高まって普及していた亭情が推測できるであろう。これが第2のヨ吊目である。

　　第3の理由として，筆者は昭和4・5年以降の両住宅様式の融合を挙げなくてはならぬ。

すでに注意して来たように，昭瀦4・5年以降では，　海住宅様式は癬聞のdス座かユカ座かに

よって判定されるまでに近づき，特牛する程の生活恵想的差異を示してはいない。

　　それは1つには中廊下形の進みによる。すなわち，平面形における様式的弓座敷・次対三｝ぼ

の完全なる機能的変質である。すでに洋風接客室が確立されているので，この部分は「1常生活

では全く家族の生活部・就寝部に変化した。家族は完：全に南面する住み良い場へ進出したので

ある。（特に小規模の場合に著しい。）そしてそれが一歩進められれば．第与0口に示すような平

弼となる。

　　これは次ノ問を機能的にイス座とした例であって，これがユカ座の茶ノ衙なら問題なく中

廊下形住宅である。しかしこの例での実生活相を考慮すると，食堂に生活中心が置かれている

と想像でき，中廊下形住宅様式の進みを示す良い傍となし得よう。そして現実にもこのような

平面は数多く存在する。

　　一方，居問中心形の後退ははなはだしかった。　たとえば第5！図を見ると，居間はイス座

であって居間中心形に属するが，その接客・就寝部のあり方は，前例よりはるかに古めかしく

形式的である。そしてこのような実例もまた数多く訊られるのである35）。

　　そしてこれらの実例では，生活思想的に見てすでに爾住宅様式を裁然と区別して取り上げ

ることは不可能なほどに融合している。そしてその融合は，中廊下形の小さな進みと居間中心

形の大きな後退とによって果たされ大獄ではない昭和の瓢1・傭一ド形住宅様式を形造ったのであ

った。

35＞50図　同潤会競技設謙入選案　」一5号．

　　51図　　　　〃　　　　F級号．
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　　そしてわれわれは，序章末尾に掲げた昭和16年の持屋の規模分布第1の山（30～36帖の規

模）も第2の出（20帖附近〉も，また第1の山以上に属するものも，この佐宅様式において住ま

われたことを推察することができるのである。

　　この後，20坪ないし50坪程度の規模の都市住宅は，技術的にも生活思想的にも全く進歩

を止める。生活思想的には，あるいは退歩さえ行われるのである。

　　この時入は云うかも知れない「現代住宅1933～40」36）を兇よ。ここに進みはないのかと。

たしかにわれわれは，意匠的にも技術的にも，生活思想的にも優れた作晶をこの後見繊だすで

あろう。そしてこれらの作品1が，世界的な水準で遇し得ることを忘れてはいない。しかしこれ

らは，わが国の数少ない優れた建築家の乎になる限られた階層のための住宅であった。しかも

わが国は戦の臼を急いでいた。堀口博士「若狭邸」にしても，建築家は「鉄材統制令」に縛ら

れて，その屋根を・陸にうっために，はなはだしく苦しまなくてはならない時が来ていたのであ

る。そして正しくすぐれて延びようとする方向は，戦のために押しつぶされていった。

　　筆者は戦時体制下の建築家の努力が，すべて反動的であったとは全く考えない。しかしわ

れわれは，この後，時代錯誤的な家族主義の礼讃，「悪しき歴史がへり」が圏を掩って横行し

た事業を忘れることはできない。そしてそれは，特に生活思想において近代化をさまたげた。

また物資の欠亡は技術的前進をも不可能にしたのである。

　　それゆえ筆者は，蕩住宅様式が融合を終え，また都市の武装化が声を大にして叫ばれる

（昭和g隼）その前年を以て，一先ず概観を止めたいと思う次第である。

36）　「現代住宅1933～40」Vol．1～4；国際建築協会編，昭和16年刊．


